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ﾡて北方iの樹種の逃朴上のﾡ礎が数が1«行され, その一つと Lて和「に 

ついて採取,精選,貯藏,發芽等の請項について満次試驗が進められていた, 

然しﾡ"Rのために, 政は中止され, 或はその進行が停頓して成果を發我する 

に至らなかつたものもあつたが, この雌和の柄選機や」期貯, 業品ル理 

によ る發芽試驗券の結果の一部がと りまとめられた。選師機はさ ぎに河能選 

和機として人によるものが炎されているが, これを更に改良して,はカ 

によ り多北に能神的に通種し得る様にしたものについて, その構述や能を 

明にしたものである。これらは賞川上参おとなるものと考えたので, と 

して 印刷に付す ることに した。

I和 2745川

#求拭驗母札幌 支/長

農林技官 林 行 五
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I 緒 言

林木極子の精選機として,させに人川 の高能班田機に就て恐炎したが, 

この選別機の特長とする, 選別佳良で能率の高い 班 は動力化する 事によ って 

年 々 その利闘 を 發押し得る のであ る。しかして奥地 t で林道お よ び森林徴道 

が感設せられ, 逃通材が者しく機ﾡ化せられた今日では, 特に選破機用の發 

動機または寃動機の親備がなくても運材用•製材用の發動機または動力神用 

機吋木灰瓦斯内撚機關車を利用する 小に よ って容易に 11的 を 達せ られる。

なお木材増産によって惹起せられつつある廣大な伐採跡地を精極的に造林 

1う M田 泰,柳深ﾡ単: 高能選ﾡ欄について, 室林野鳥北湖道林求試験場要銀 

第5税, 昭16.



すろには,多くのﾡ子の消備をリすろので, そのためには,十樹林・書犬杯 

集法 ・ 種子納選法な どの諸N題につき種々考究を要士る防が如る多いが, 少 

く と も種子柄通にWしては書ﾡの人工盛の設立と共にﾡﾡ機の動化が:

必要となるのである。しかして場では動力川高能選ﾡ機を伏作して,i沖記

の 目的に そわしめ, 選別効果に於て も ま た能率において も従來の忠気類に見 

られない成績を得た。ここに本選ﾡ根を「北状動川衛能渡ﾡ機」と名命し, 

その構および性能の一端を記ナる第である。

本機性能決ﾡに際しては, 亡な場動務小熊ボﾡ氏にﾡ々扱助を得, 式料の 

調製整理そのたに登し東野正良氏の助を得た。ここに兩氏に對し深謝の;*: 

を炎する。 ご V

%眞1 動力 川高能運和機 (正面岡)

7

窮 關 2 ﾡ 〕川尚 能選税機 (側面闘］
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I 選種機の構造ならびに機能

木機の情ﾡ は手廻式の相能測所機 と 同様に 都別作業 と 風選作業を 同時に動 

に よ つて行い う る様に段計 し,なお こ れに自動式のﾡ予途出ﾡ置を附して 

林子送出軸お よ び簡部の 金綱 を 換父, 翼車軸の 回報数な ら びに吸氣孔の開 

Mを調位するととによ り所要の風速を得て,各種各法に精選しうるのである。 

本機の正商ならびに側面はﾡ眞 1, 2 の如くである。

( 会 型.

本機は長さ 130 cm,価i 70 cm, 高さ 130 cmで, 手ﾡ式迷和機に くらべて 

長 さ ・ 師が大 さ く商 さ は幾分低い。

(2) 動力仰動ﾡ置

木ﾡは 1 馬力以上の石油麵機または電動機で容易に連轉せ られる。今回 

の試驗では,2力の3相誘導動ﾡを使つた。

本動機と選種撮調川。と調獄で道締させる。・訓川QMは偏心製置にょつ 

て簡部を往復扱動させると同時に他端にある段川bによ り 翼車軸を回轉させ 

る。なおa 調軸に ある他の山ﾡの小さい調 dにkつてe f調が廻幕し,



f調と調によつてﾡばれろ g調が廻謝すろによ り種子途出置を動 

カさせる。 大に本機のWiI,段のui杯と所ﾡﾡ体数を炎示すナればﾡ1炎の 

ﾡくであろ。

( 種子送出装置

ﾡ部に適派究種子をﾡ山しう 

る か不 かは全精選幼程な ら びに 

選別効果に影響をお よばすとと 

が:大きい。

ゆ父に ﾡ締の振動救 と ﾡ側幹 

す る 速度で送出軸 を 回ﾡ さ せ, 

本軸にある凹穴を通じて所用の 

種: 子を送出す樣にした。すなわ 

ち送出軸に径 25cm, 深さ7mm 

の4球状の穴 18 簡を第1日の 

如くあけ, これ上り和子を山

備i名 稲 iiL. 役

第 1 表

勤幽7WI 1
--------

・y・ 1,080
-—.......—ーー

a 調 車 16s 300
b ﾡ 軍 大 6 300

グ 中 5 300

グ 小 1 4 300
e段N大 6 200 b段車小連絡
グ 中 ・ 5 300 b 段iIに迷格
グ 小 4 450 b 段大逃絡

d 調 朮 3.5 300
C " 12 87.5

f ・ 3.5 87.5

g " 15.5 19.8

___

4

またこ の場合の如 き 不康型な弊片； 令軸の泥入 し 相簡別ﾡ子用の軸 

対 して は ツにお である。

() 締 部

簡部の一は"調川納の個心ﾡ置によつて往徹振動し, 他端は餓板によつ 

て風選部上端に釣られる。しかし てその振動数は賞験の結果 1分300回を 

適営と し,これによ り a 調車の直役を をめた。

大に簡部の傾度 も 簡別効果に影響するので山験のﾡ果上簡 2, 下協 12 

と定した。

飾は上下二Rと し上に簡によ り種子よ り大なる維物 (主と して師州, 葉) 

下簡によ り林子よ り 小なる央難物(卞として樹版,対) を除さ,上, 下Mの 

中間 を林子は次第に落下して風選部に至る。それぞれのず物はﾡによつで 

個々に探集しうる。

使用する 金網は精選する樹村によ り 異なる を要するは勿論で,これらはﾡ 

必に攻換うるﾡﾡ置した。 ト ドマッ ・ エソマツに使刑する金網の日の大さは 

の如くである。この場介打抜網式と 織網式と 2種使用した。

させた。本送出軸は前述の動力傅動装相によ り 1分回ﾡ数を 19.8回としな。

第1図 ﾡ炎置の 岡

540°m

(5) 風選部および風力調節____________________________________

数置 上 ・ 下 ・

本機に於ても手•廻式と同様 トドマツ (ﾡ付) 5日金柳父Smmt 19日会細

に吹上式として種子が落下す
" (刻ﾡ) 6目金網又6mm飾 12日金網

エソエッ (刻付) 8日ﾡ 24日会柳
る時下部上 り吹上げの風にて " (刻ﾡ) 12日金精 94日金納

選別する様装砂 した。締部よ

その際の 1 分間極子•送出策は次の如 く であ る。

トドマツ (型付)

" (ﾡ無)
エソマッ (刻付)

y (刻無)

725g, 217Oc.c.

860g, 2400c.c.

800g, 1930e.c.

1130g, 2440c.c.

なお ト ドマツ野バ混入木簡別和子に 

ﾡしては, 送出冋轉軸を取除き林子落 

下量調ﾡ板によつて※下量を加減した。

しかして本機を廻轉し始めてから 6 

秒後に上ﾡ排出口からﾡ川そのたが落 

り風選部にﾡ下した種子は, その比. 仮によつて一, 二, 三番ロに画別せられ 

て排出 される。すなわち一番口は風』に抗 して落下 し た もので起風開の下部 

に排せしめ, また選別胴の末部に仕切を設け,風速の弱まり極子の自軍で 

途中に落下したものを集め二番口とし,排氣ロよ り吹飛ばされたものを三番 

ロとした。

ﾡは回Wの2力所に支柱を出し, これに4枚の長さ52cm, 術9cmの

下しはじめ, 15秒後から始めてﾡ落下をなさしめた。 ベ=ヤ製を取つけた。
一D一



次に風力調術装置と して風川軸に段iをつけて, 死の回ﾡ致を 1 分間 

200 回,300 回お よ び 450 回の 3 Aに加 し, ま た敗然孔 をり IFた と Lて そ 

のl以に ょつても風を調u し う ろ様に した。

すなわちﾡ川のﾡ消ﾡと吸氣八のMを加誠する こと によって各神の風速 

を求めた。. 以上. の關係 を 明 ら かにするためﾡ子通別開の上部に吹上ぐ ろ風に 

封 し直角に携帯用風速計をおいて,翼車廻轉数と吸氣孔の大 さの制令せに よ 

る風逃の變化を測定した。吸氣戸を枚に時に全M上り全間12 cmに至る 1 

cmﾡみにﾡﾡを3 した細県は術 2 Wの如くであ る。

そ れによ ればﾡ求廻ﾡ数に登す る吸氣 月のげ閉］ と 風逃 とのIに は直線的關

係がある。すなわち • ’•• • 、

y=a+bxでyは風逃, x は吸氣戸のけI変(cm), a. b を定数と すれば,. そ

の實驗式は次の咖くである。 翼同製k 1分1450 同

すなわち 翼市回特敷 1 分I 300 回
次にその測定値と計Mは ﾡ東同ﾡ敷1分l200円

y=4.0928+0.2029x 
y=2.71:33+0.1387X 
y=1.7369 I-0.1019X

第 2ﾡの如く, その誤承は僅少で木式で滿足せられる。

• 第 2 表" ・・「 • •バ

吸A 段 I o I it の I

四 削 atia Tiit U 交 atiu Tiiut U 交
cmi
0 4.09 3.S7 - 0.22 2.71 2.50 -0.21 1.74 1.60 -0.14
1 4.30 4.50 + 0.20 2.s5 2.93 + 0.03 1.84 1.87 : + 0.03
2 4.50 4.53 + 0.03 2.99 3.03 + 0.04 1.04 1.97 +0.03

3 1.70 4.70 ；0 3.13 3.13 0 2.04 2.07 + 0.03
4 1.00 4.03 + 0.03 3.27 3.27 0 2.14; 2.17 + 0.03
5 5.11 5.07 - 0.04 3.41 3.50 + 0.09 2.25 2.27 • - 0.02
G 5.31 5.37 + 0.00 3.55 3.60 ド 0.05 2.351 2.40 + 0.05
7 5.51 5.53 + 0.02 3.6S 3.73 + 0.05 2.45• 2:7, 一 0.02
8 5.72 5.77 + 0.05 3.82 3.77 - 0.05 2.55 2.57 ・ + 0.02

9 5.02 5.S3 - 0.00 3.97 3.93 - 0.04 2.65 2.60 - 0.05

10 G.12 6.0: - 0.09 4.10 4.13 + 0.03 2.76, 2.77 + 001
11 G.32 G.:37 + 0.05 4.3 4.17 一 0.07 2.s9 2.80・ ・・ ・ ( キ 0.09
12 G.53 1 6.53 0 4.3s 4.40 '；卜 0.02 ,2.96.. * 1 

2.97 + 0.01

-0.44 -0.37 =0.2S
it 土 0.44 土0.36 土 0.25

0 一 0.01 -0.03

I 本機による種子精選法

木機によ るﾡ子前選法の逃従調布 と して, トドマッ・ェゾマッ 種 子につ き

大の 3 項の調在 を行つた. ・ ・

(1簡 '別 試 略 簡部の金刺を和々J換え純述ポ・1tiRにおよIす 

ﾡ響を調布した。

(2) 風 選 ぶ ぬ 各純; の風速で精選を して,その際の各番口の収ﾡ 

および印 了•―比較網轰 し,业良の精選風速を定めた。

( 選別 繰返 試験 I一で敬回納選を繰遺し,1fI・純堪事・光

, 賞率のﾡ化を調査し, 選別回數を定めた。 ・



(1) 簡別験

飾の目の大さによつて精選ﾡ子の映況に如何なる影呼が:あろかをﾡ験す る 

ため, 未ﾡ別種子の一定量を本機に よ り t別した締果は第 3 表,第 4 炎の如 

くである。

第3表 トドマッ 節 別試 驗 

ﾡ牛が入し純率が惑い力:,6mm 簡 (打投網式) の場合は90%近くにな り 

純希:率が良好とな る。更に Smm 簡にて簡別したる後却を除去し6mm 簡で簡 

別を行えば922% に述する。 米ﾡ別種子を山ちにGmm 簡にてﾡ別する時は, 

-簡ロ上 り内卒だ賞した良種子が:若丁放山せられる。これを避るためにも最

初 8mm 簡iにて料簡 した後 Gmm 飾で更に小 る雑物を

使 川 ・ 耍
一收 量 1000札

純量率 
2%

M子 内容調 2%

量 4量 t
g 準 A書 内容あ 

ろ の

未崎別H子 100.0 100.0 11.5768 36.1 51.5 0 0 48.5
1 8mm ﾡ 上 ロ 57.9 47.5 11.1857 0.3 36.0 0 0.5 03.5 .A

24日金納 下 ロ 1.6 05 一 — — — 一 —

A 通 ロ 40.5 52.0 11.4906 52.3 40.5 0 0.5 50.0

2 6mm 簡 上 ロ 03.6 54.5 11.5977 22 62.3 0 0 47.7

24日会納 下 部 ロ 1.8 0.5 一 — — — — 一

風 選 ロ 34.6 45.0 11.4906 89.8 30.5 0 0.5 60.0

3 8mm ﾡ 
6mm 色 上 部 ロ 15.4 41.0 11.667 0.: 33.3 0 0 66.7

24日金柳 下 節 ロ 1.7 0.5 —

風 通 ロ 82.5 5S.5 10.9770 0.2 43.5 0 1.5 55.0

---

ラ※中 備 ゃ

3.s ﾡ 付
45.s ﾡ 付

39.2

41.4 刻 付

20.3

50.0 S mmti
で簡別

30.3 後刻除去

第4表 エゾ*ッﾡ別ﾡ

番映 使川ﾡ ﾡ 要
4 量 1000様

硫量
区

, 1 _M千内各W査%

J量 4量
Tヒa1・cド

塗 必書 鑑

木部別n子 100.0 100.0 1.58S0 53.0 50.0 0 1.6 30,5
1 s 目金柳 上節ロ 3.1 4.7 1.0081 0.1 70.3 0.7 5.0 15.0

94日金柳 下ﾡロ 6.1 6.6

風 通 ロ 01.8 88.8 1.3809 61.0 37.6 0.0 0.6 56.5

2 12目金柳 上 簡 口 o.1 8.4 1.1907 2.9 63.5 0 0.5 36.0

24日金柳 下 t n 5.1 5.: 一 — — ・ •—

A 測 n 65.S 86.: 1.7455 0S.5 5.0 0.0 0.0 95.0

この場合風車軸の調帶を取除 き選は行なはなかつた。その結果に よ れば

ト ドマッは, 8mm 筒(打拔網式)を使川した場合は, 風選部 の多数 の小型 

-8-

12.G

费か季 備 考

2S.2 如 付
8.9 地 付

4.5

25.6 如 付
-・

5の如くである。

選別する のが よい。このこと は一般飾を使用 した場合 

も 同様であ る。種子内容調査および發芽試驗の結果から 

みれば簡別に 上っては發芽率は餘 り 為めえない。

次にエゾマツはよく開ﾡ した書果 を5日 謝にて種子 を 

選別 した 後木機で脚別 した結果 をみれば, 8 目 金網 も ま 

た12目金網を使用しても翹付の場合はトドマッと異な 

り純代率の差異が少い。これはト ドマツ忆比し鱗片の混 

入の 少い こと に起因す る とわれ る。エゾ マッ林子は後 

述の様にトドマツと異なり,風選することにより容易に 

純本を高め う ろのであ る。

またﾡ付ゾッ種子を 12 日金綱を使川して簡別す 

ろ時は, 大型種子は 少しく上簡ロより 排山せ られるから 

エゾマッ林子は翅付の場合は 8 目金料, を除去した際 

は12目金網が良い。

⑵ A 速 試 験

ト ドマッ ・エゾマッ種子にﾡし,各種のﾡ迷に より 選 

リ を行つて雑適選別風速 を定めた。 .

そのﾡ果樹種別に記すれば次の通 りである。

ト ドマッ

トドマツ木簡別和子を5同金網ﾡで簡別して, その責 

料を木機の上御除いて 冬純の風速で風選した結果は第



第5表 トドマツ風速試除 上ﾡなし,5日金柳ﾡでﾡル除去,刻付

& 速 
(m/see)

7or 1000位 ﾡ子内容調 %........... ート.4 _
止リ %_

ベ
硫量 %

内あ 
ろりの 戦 当 1 q

% nit 容我

供試林子 1051065 62.5 53.5 46.5 0.0 0.0 22.5 : 100.。 : 100.0

1.60 1 「I 10.5567 78.3 57.0 43.0 0.0 0.0 26.8 40.4 5S.3
2 ロ 5,5433 2.4 5.0 91.7 0.0 3.3 2.5 0.3 1.0
3 番 ロ 2,9520 0.3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.3

207 1 番 ロ 10.9545 78.9 .56.5 43.5 0.0 0.0 28.7 41.6 56.8
2 番 ロ 6.4238 41.8 14.5 84.0 0.0 1.5 5.2 1.0 1s
3 ロ 2.9846 22.8 8.0 90.6 0.0 1.5 5.4 1.3 5.S

2.27 1 番 ロ 11.2695 808 58.5 41.5 0.0 0.0 30.4 41.1 48.5
2 番 ロ 6.4463 40.6 15.5 83.5 0.0 1.0 7.3 1.7 3.8
3 番 ロ 5.2315 19.0 4.0 94.5 00 1.5 2.9 1.2 4.0

2.50 1 番 ロ 11.505S 80.0 64.0 3.J.5 0.0 1.5 48.4 40.6 46.8
o 堂 番 ロ 6.9285 50.6 21.0 79.0 0.0 0.0 9.4 1.8 3.1
3 番 ロ 58345 47.6 11.0 87.5 0.0 1.6 7.1 1.2 4.8

2.77 1 番 ロ 11.8381 83.3 6s.0 31.0 0.0 1.0 44.1 34.s 43.5 1
2 番 ロ 7.1726 5S.1 22.0 77.5 0.0 0.5 11.0 3.0 G.0
3 番 ロ 5.3328 42.7 11.0 87.5 0.0 1.5 8.1 1.3 5.5

3.03 1 番 ロ 12.8367 86.1 74.0 26.0 0.0 0.0 49.8 34.2 •10.0
2 番 ロ S.6007 50.4 24.5 75.0 0.0 0.5 11.2 s.2 13.8
3 番 ロ 6.9909 66.1 210 79.0 0.0 0.0 13.8 44 10.0

3.27 1 番 ロ 13.3845 91.4 83.0 17.0 0.0 0.0 58.4 26.6 28.4
2 番 ロ 8.4208S 62.3 30.0 08.5 0.0 1.5 18.6 10.8 17.3
3 番 ロ 7.1703 55.7 18.0 81.5 0.0 0.5 12.9 7.9 18.5 4

3.50 1 番 ロ 13.2210 92.2 85.5 14.5 0.0 0.0 6s.2 20.4 21.0
2 番 ロ 10.0285 59.7 53.0 44 5 0.0 2.5 3r4 10.0 16.3
3 番 ロ 0.5363 67.2 49.5 48.0 0.0 2.5 20.8 10.2 18.5

3.93 1 番 ロ 13.6726 93.1 92.0 s.0 0.0 0.0 73.8 16.4 15.S
o* 番 ロ 10.9420 63.2 62.5 36.5 0.0 1.0 44.7 14.4 18.3
3 番 ロ 9.4050 69.1 35.0 66.0 0.0 0.0 23.1 13.7 25.0

450 1 番 ロ 13.4298 65,9 85.0 15.0 0.0 0.0 60.6 7.0 7.8
2 番 II 11.8741 78.0 76.0 23.0 0.0 1.0 48.4 9.2 10.0
3 番 II S.7265 87.1 45.5 53.5 0.0 1.0 o。 ・} イ"• 堂 10.7 25.0

5.07 1 番 ロ 14.3002 72.8 88.0 11.6 0.0 0.5 09.2 0.0 0.3
番 II 13.8005 so.S 63.0 17.0 0.0 0.() 1 58.6 3.6 3.:

3 番 ロ 10.2449 62.1 62.5 37.5 0.0 0.0 38.0 33.0 10.0
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1. 各番口の種了の牧派は一番では風迷の増すと共に派は漠じ, 三番 

n・ 三番nは反到にﾡ逃の逃まると 火に妆x::は増加するが,二番ロは政 

限度以」•.に連す るとﾡじはじめほとんど三nに排川せ られろ。

2. 賞は 口共逃が脚 まると 共に 大きくなる。

3. 純事はニ・三番口にかてはﾡ逃の増加と共に良くなろが, 一番ロは 

4.50m/sec 以上に なれば反封に低下 を 示す。こ れは予理式両能選ﾡ機で も 

同様であつた。

4. 一番ロは風3.93m/secﾡ役ﾡ率および充賞事を共に加するが, そ 

れ以上はﾡにやや低下をみて, 二 ・ 三番ロが:な激に良好と なつた。

5. 木機に よ る選別に は収派お よ び充實率 を 考察 して 2.77m/see の風で 

選別す る を最 も 良好と認め ら れ ろ。 (一番 ロのみ収 り 二 ・三番 口 を除去 

する精選方法による。)

次に同一資料を翅除去後本機に 6mm 飾および送出装証をつけて各風速で 

選別 した結果は第 6炎の如く,前記風速試驗と異なる用は次の如く でぁ る。
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第 6 表 卜 ドマッ風血試戦 _L部6mm, 5目金納ﾡでﾡ川除お, 
刻を除したもの

風 速 
(m/sce)

摘 裏
1000枚

ﾡ量率
2%

M子内者調 %
我ずポ 

2%

止り %
月容あ
ろ もの 桃 海 n量 普代

供状林子 10.8806 78.8 53.0 44.5 0.5 ' 2.0 1 29.5 100.0 100.0
2.27 1 番 ロ 10.3971 93.4 63.0 35.0 0 2.0 38.0 70.9 76.3

2番ロ 3.1173 19.1 0.0 99.5 0 0.6 ' 0.0 0.4 2.2
3番ロ 4.1650 22.2 6.5 93.0 0 15 4.1 0.9 7.3

2.50 1 番 口 11.1005 05.0 67.5 32.5 0 33.4 75.0 74.7
2番ロ 4-0078 23.1 0.6 99.0 0 03 0.6 2.7
3番ロ 4.9356 22.3 0.0 100.0 0 0 : 0 1.0 7.3

3.03 1 番 口 11.7889 91.9 08.0 30.0 0.6 1.6 । 43.4 70.6 66.7
2番ロ 5.6960 69.6 2.0 97.5 0 0.6 1.0 3.9 6.0
3番ロ 4.0701 25.3 1.5 98.0 0 0.5 1.3 2.9 9.3

3.27 1番ロ 12.0663 97.5 78.0 21.0 0 1.0 49.3 62.5 52.7
2番ロ 6.8033 &4.1 0.0 99.0 0 1.0 0 8.3 10.7
3番ロ 5.2613 36.7 1.0 98.0 0 10 0.8 4.2 10.7



風 連 
(m/scc)

突
1000 

でfit
純量中

%

和 千内 調花% ル止り %
刈あ 
ろもの 桃

ボ・
fit |#

350 1 希 II 1ジ.4383 97.5 77.5 :1.0 o.5 1.0 5.1 03.6 G1.:
2 番 II 7.0500 96.7 7.0 89.0 0 40 3.6 9.1 13.3
3 番 ロ 5.2216 44.6 3.5 95.0 0 1.5 1.7 8.6 12.7

3.73 1 番 n 12.0299 96.3 86.5 12.0 0 1.5 64.0 57.4 54.7
番 n 7.8907 80.4 3.0 93.0 0 •1.0 2.0 11.1 14.7

3 番 ロ _5.50:S 45.6 0.5 98.5 0 1.0 0.5 10.4 13.0
3.93 1 番 ri 13.0723 97.7 90.0 10.0 0 0 76.7 54.9 50.0

2 番 n 8.49:3 91.3 35.5 G2.5 0 2.0 26.2 13.7 16.7
:3 番 ロI 5.290S 50.3 6.5 88.0 2.0 3.5 4.6 15.9 14.0

4.50 1 番 ロ 13.5903 85.0 94.0 0.0 0 0 78.2 2A.7 20.。 9

番 ri 11.7921 9G.6 71.0 27.5 1.0 0.5 5..:3 32.3 2$.0
・ノ 番 ri 0.0020 79.S 50.0 50.0 0 0 37.5 25.8 29.:3

5.07 1 番 ロ 13.7671 85.6 88.0 11.0 0 1.0 71.1 2.3 2.7
2 番 n 13.3936 97.3 37.5 12.5 0 ■ 0 45.5 20.8 18.7
3 番 n 11.2066 90.1 51.0 48.0 0 1.0 39.7 50.9 51.0

1. 純量率は上簡 6mm ﾡの簡別によ り 2.27m/sec : の風速でも 908 以上

を示す。

2. 光賞は郊付の場合に於て風迷3.93mn/sccが:と大を示す力, 翅無き場 

合は 4.50m/secで最大を示ナ。

3. 攻量お ょ び 充賞求から考楽 して 本機に よ り 選別ナ るとき は風逃 3.27 

m/sec が:上い。

以上 ト ドマツ 風速試験の結果 を 綜合すれば, 刻付の種子に登しては 2.77 

m 1 see, 翅除去の選別 に対 しては 3.27m/sce の風速によ るを可とする。なお 

貯識和子の如く 最優良種子のみ要求せられる場合は,ﾡ連を これ以上強めね 

ばならないのは 勿論であ ろ。

©エゾマツ

エソマツモ果から脱種せしめた米締別種子を水法によ り 翅を除去し,本 

機に 12 日の金細崎を装置して各種のKで選別した締県は第7炎の如くで 

ある。
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第 7 表 エゾマッAが喰 送出装滑付,5 目位でび央から種子除 
ジと水法で刻ドミ

順 速
1000

純中
内 甲 %

發郷
2%

止リ %
内存お 
ろい2(m/see) 公1t _____ % 桃 A 朮量 や代

ﾡ試M子 i.s211 78.4 5G.5 :37.5 1.0 5.0 o}n o**/・* 100.0 100.0
2.07 1 番 ロ 2.3473 SS.9 64.5 30.0 0 55 29.2 72S 30.6

・番ロ 0.5205 43.5 1.5 98.5 0 0 0.0 10.0 16.3

3番n 0.2201 1.6 1.5 76.5 0 20 0.3 13.9 5.5

2.50 1 番 II 2.2234 94.7 70.5 27.0 0 25 32.3 70.8 :7.5

2 番 11 0.6471 56.7 0.0 100.0 0 0 0 9.6 13.1

3 番 II 0.7385 9.0 3.5 96.6 0 0 2.1 20.5 57.5
2.77 1 番 II 23440 93.4 71.5 27.5 0 1.0 34.8 60.8 2G.9

・番ロ 0.6S7: 5S.7 1.0 99.0 0 0 1.0 6.4 15.3
:番ロ 0.6931 2:.9 3.5 96.5 0 0 2.8 20.5 5G.3

3.03 1番 ロ 2.3173 97.0 97.0 2.0 0 1.0 43.6 51.4 17.5

2番「 0.8068 60.5 7.0 89.5 1.5 2.0 25 6s 4.7

3番ロ 0.7740 30.5 1.5 97.5 1.0 0.0 0.8 33.s 70.2
3.27 1番ni 2.5116 96.3 9S.0 2.0 0 0 48.0 50.6 19.4

2番口 1.6376 08.7 11.5 82.5 0 6.0 2.0 43 7.S

3 番 口 0.8121 31.6 1.0 98.5 0 0.5 0.4 35.1. 71.9
3.50 1 番 口 2.5S0S 96.9 91.0 7.5 0 1.5 59.3 50.3 20.0

・番ロ 1.0499 69.8 24.5 57.0 1.0 17.5 12.6 4.4 2.8

3番ロ 0.8564 30.1 6.5 94.5 0 0 3.s J5.4 78.1

3.77 1番ロ 2.5121 96.6 94.5 45 0.5 0.5 58.7 45.6 18.1

2番ロ 1.0873 81.9 35.0 52.5 0 12.5 12.6 6.4 3.4
3番n 0.9470 37.0 2.5 96.0 0 1.5 2.0 36.3 734

3.93 1番ロ 35318 97.1 97.5 2.0 0.5 0 5S.1 46.7 18.8

2番ロ 1.7860 84.1 56.5 27.0 3.5 13.0 34.3 8.2 4.4
・ 3番ロ 0.9867 44.3 1.5 90.5 0 2.0 0 35.3 78.8
4.50 1 番 ロ 2.6129 97.4 95.5 0 0 4.5 47.5 22.4 8.8

2番ロ 1.8074 06.4 76.5 23.5 0 0 53.4 23.5 9.7

3番ロ 1.0100 40.0 15.0 S2.5 1.0 1.5 0.7 39.4 62.5
5.07 1 番 ロ 2.7018 77.5 97.0 3.0 0 0 31.6 0.3 0.0

2 番 口 2.5884 97.4 96.5 2.5 0 1.0 54.9 9.7 38

3 番 1-1 1.4860 72.8 47.0 48.5 1.5 3.0 32.9 70.3 73.8



1. 一番 ロ 和子の牧i は風の増け加 と 共に減少するが,特に 4.50m/sco 以 

上のKではな激にじ反討にニ・ 三•业Mが急増する。

2. 一番口の純ﾡは 2.50m/ec 以』•.の風速では 90% 以上:となり, 風ﾡ 

5.07m/cc では反對に純加率の低下を來す。 これは トドー ッ和子でもげ 

様であった。また未選別和子にじた針英は風逃 3.03m/sec ではじめて 

除去される。

3. 賞Tは各番 口 共.風速の強 まると 共に増大す る。

4. 一番口充賞はﾡ逃3.03m/sec以上では 90% 以上を示す。二番ロは

風速 3.27m/sec 以上ではじめ 

て 10% 以上となる。

以上工 ゾマッﾡ逃試験のﾡ果か 

らみれば, 翅除去種了•に對しては 

風速3.03m/sccで風選を行うがよ 

い.

⑶ 選別繰返試験

本機によ り 2回以上簡別風ﾡを 

繰返す ことにより, 種子の牧量お 

上び純ﾡ率 • 充實率に如何なる關 

係があ る か調布 したﾡ果は次の如 

くである。

()ト ド マ ッ

未ﾡ別種子を 5 同簡にし刻を 

除去し, その未風選和子を 3.50 

m/sec お上び 3.93m/scc の 2種の 

風によ り 3回繰返し, 神選した 

成織は第8炎の如くである。

その成績によれば

1.實求•純:吊:率•充實率•發

第8表 トドマツ測加 叫吸試験

別

间败 (m/see)
摘 要

1000# 

でT量
株

2%
ド

ﾡH子 10.8SCG 78.S

1 3.50 1 番 口 12.3:43 94.0

9番n 7.3554 54.1

3番ロ 5.2751 3.3
2 3.50 1 番 口 13.2502 96.9

2 番 口 S.250S 91.9

3番ロ 7.4730 71.3

器 3 50 1 番 ロ 13.6736 98.1

2番ロ 9.2696 04.0

3 番 11 0.2904 785

1 3.93 1 番 ロ 12.5034 97.3

2番ロ 7.8045 87.0

3 番 口 5.6011 47.1

2 3.93 1 番 n 13.0092 98.3

2番n 9.7860 94.3

3 番 11 S.07G0 08.8

3 2.03 1 番 ロ 13.0144 991

9番ロ 10.0304 05.2

3番ロ 9.7952 84.4

-14-

ﾡ率いナ北 も 各番 ロ 共精選を繰返す ことにより, その成績が良好と な る。5 

2. 精選收策は上記と反対に相選を繰返すことによ り次第に減少する。 -

3. ﾡ逃のい場合は 2 回情運に際し二番 ロにﾡ賞種子の況入が多い。

1.Aの削い場合は 1回納選の一番 口 の發芽率の比率を 100 と して算出 

すれば,2 回 日は 121. 3 回 日は138となり, 反ﾡに二番 ロは 2 回目選別 

よ り 3回日運別の方が多量に良種子が排山せられるから繊局2回締選を 

行利とする。

5. 風速の强い場合は 2回村を繰返してもﾡ芽 ・ 光賞の向上の割に

上ﾡ役 6mm, 2.3 uul 目 は 1 回及び 2 回目 の一 
番口のみを総返 し精選す る, 5目 金納簡でﾡ 
川除, ﾡ除したもの

M チ内 容 調 査 %
我ず料

2%

止り %
内守あ 
ろもの

達 当書 介量t 容駅

53.0 44.5 0.5 2.0 29.5 100.0 100.0
63.0 31.5 0 0.5 41.7 02.6 46.5
12.0 S6.5 0 1.5 G.0 9.7 9.1
5.0 95.0 0 0 1.6 5.3 9.8

75.0 25.0 0 0 50.7 5S.1 41.5
17.0 so.5 0 25 7.5 2 2 1.9
150 S4.5 0 0.5 8.4 0.2 0.6

77.0 2:.5 0 0.5 57.5 55.1 38.6
34.0 06.0 0 0 19.9 1.5 1.3
31.5 6S.5 0 0 20.1 0.2 0.3
74.5 21.5 0 1.0 4s.1 56.3 •11.3
S.0 02.0 0 0 4.5 13.6 12.5
3.0 06.0 0 1.0 1.3 6.2 10.3

79.0 21.0 0 0 51.6 51.4 36.9
40.0 59.0 0 1.0 20.7 2.C 2.4
19.0 80.5 0 0.5 12.6 0.2 0.6
S1.5 1S.5 0 0 51.5 4s.4 33.5

40.5 50.5 0 0 30.s 0.5 2.8

45.5 53.5 0 1.0 24.0 0.1 0.5
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ニ・ 三番日に良種子が放 

出せられるをもつて,普 

通の場合は1回精選でよ 

いと認められる。

以上の成績によれば風速の 

明い場合には 2 回繰返 しﾡ選 

するのを行利とするが, 風逃 

のﾡい場合は 1回でょく2回 

以上の精選は=番 口 の牧量 を 

減する割合に充實率お よ び發 

芽率が良好とならなく,1回 

精選で充分と認められた。

() エゾ・マツ

翅を浸水法で除去した朱選 

別種子を風逃 3.03m/就c »上 

び 3.50m/sec の 2種で 2 回精 

選を繰返 した結果 は第 9 炎の 

如くである。

1 W制き場合も強き場 

合でも 2回繰返し精選す



第 9 表 エゾマッ延別旧敷驟 建黑 1 ㈣-M皿

通別

回駐
風 i
(m/see)

1000位 

wit
総ﾡ求

24

M 子 内 容 w 査 % 少止 
彼内守あ 

ろもの 説 流 2% 永;止

ﾡ政M子 if8211 78.4 56.5 37.5 0.0 5.0 22.2 100.0

1 3.03 1番 ロ 2.5115 94.9 85.0 7.5 0 7.5 48.3 52.7

2 番 ロ 0.9161 58.0 2.0 98.0 0 0 0.2 6.1

3 番 ロ 0.7654 19.8 4.5 94.0 1.5 0 2.8 30.5

3.03 1 番 ロ 2.5646 96.4 95.5 0 2.0 2.5 62.4 47.5
• 2 番 口 1.8679 59.5 550 41.5 0.5 3.0 22.1 0.1

3 番 ロ 1.4810 47.4 41.0 51.5 1.5 6.0 17.8 0.2

1 3.50 1 番 ロ 2.4829 95.7 90.0 S.5 1.5 0 6S.4 50.1
2 番 ロ 0.978S 62.3 1.5 06.5 2.0 0 1.5 5.4

3 番 ロ 0.6591 21.9 10. 99.0 0 0 1.0 31.7
2 3.50 1 番 ロ 2.5536 97.4 96.0 4o 0 0 74.7 45.8

1 —•・◆ 2 番 n 2.4300 64.3 445 37.0 25 16.0 26.3 0.0
• •一

・
3 番 ロ 1.8490 48.6 33.5 61.0 1.0

1
4.5 12.4 0.2

ることにより 充實率が高め う るが, 風逃制い場合の力 2 回繰返しの効

1 果は大きい。

2 2 回納繰退 しが純宽率に お よ す影審は小 さ い。

エ 風速の強弱に係わらず,ニ • 三番口は 1 何精選の場合收:ねが比較的多 

い,が發芽力悪 く, 2 回精選の場合は發芽率が良いが收帝が極めて少いか 

ら繰返し精選しても二•三番口に良種子が排出される事は少ない。

以上の結果に よ れば, エソマッ種子 を 2回繰 し神選ナ ること は行効であ 

るが, 風速弱い場合の方がその効力が施著である。

前の基礎秋壌のﾡ果を合して トドマッ ・ エマッの本機による神選法 

を述べれば次の如くである。

・ト ドマッ

良くW化機しによ商別!H子を沖十に人4し,ﾡめい小調簡製松よよび徴川に 

よ り関継 2.77m/scc に調節 し,上協を 8mm 篩 を驶渡 して 原動機 を 迷轉せ し 

める。その際種子送出装覆を除き,種子落下ロを適量開さてﾡ斗内を拠拌し

運リ し, その一番口に排出せられたものを播種用に使川する。

ながら海下せしめろ。選別を終えた一•番口は翅を

りガ
除さたる 後び洲 卜内 に入れ る ・ こ の際種子込山

- 備 杉
容债

製置を付ける。ﾡは 327m/ecに割協し,上簡

100.。 減水法で刻間
を Gmm簡に取換えて木機を選ﾡせしめる。そし

20.0 てーボ 口に排川せられた種子を播部川 と して使川

6.3 する。
69.3
18.7

0.0

エゾマツ

純場書果 を 回制式設徴撮求は aに よ って｛県 よ

0.5 • り脫越せしめ, この未ﾡﾡ部子を沖戸内に入れる。
・10.2

・点
この際積子送出装能 をつける。 当は 3.03m/ee

*・や・

76.7 に調節し,上諸は8目金期締を装置して精選を行

17.0 う。

0.0 大に却を取除いた後呼び洲+内に入れ, 風逃を
0.3

3.50m/sccに調t し上飾を 12目金細に取換えび

I 本機 と 從來 の精選法に よる効程な らびに選別能力 の比較

• 本撮に よ る場合と 手廻式のト他内細機お よ び従米の簡・Aに る精選方 

法との効私ならびにﾡ別能Jについて測在した。その各精選法を述べれば次 

の如くである。

動力用萬能選種機

トドマツでは木簡別種子を風逃 1.97m/see で1回村選した場合と,同→未 

簡別リ種子を県選 3.0'Jm/scc で選別後一番口 を翅除去の後,風速 3.73m/ec で 

第 2同選別りを行つた ものと2 種調在 した。

いすれも最初は上締に 8mm 協を使川し, 2回同は Gmm商を川いた。

tソッでは靴球書県よ りMﾡ した械子•を浸水法あるいは Fその= 方法 

によつて翅を除去した未選別師子を本機で 3.50m/aee の風速で精選した。こ 

の際の上総は 12 目金網締である。
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手廻式萬能退後機

トドマツ では,上解 5 I,下機 12 日 金約を数証 してﾡﾡ 4.50m/see で通別 

し, その一番口秋アの翅を除去して それ を繰返し 4.50m/see の風速で選別を 

行つた。 その際上簡は6日のものを使川した。

エゾマツは上制 10 日, 下飾21日金網を袋置してﾡ巡150m/scc で柿選し

た。

ﾡおよび唐築

ト ドマ ッ では供試資料 を 5 日 簡の金細で通 し,翅 を除 した ろ後7目 簡お 

ょび12日 金細御で 2 回 締別し、 その後川3で風製3.73m/ecで選別し, その 

一番ロと二番口と合して1び442m/ee の風速で選別した。なおこの際使用 

したﾡは(に彼炎 した小第折箕を使用 した。

⑴ 効 ﾡ 調 4

効程調査に際してはトドマツ包州7.8kg40L,エゾマツは2.2kg 8Lの未精選 

ﾡ子を使川して,ﾡ選始よ り 完了に至る迄の所要時間を比校映Eした。所

人ロはりJ2名で, 内1名はM以山である。

そのﾡ果選ﾡ絵のﾡ型の調位およ び締取換,漏斗へ供試林 fを搬入"は緯 

て納ﾡi御時川と し, 選航機運棚駅 出 を精選時間 と した。

死による場合はWによ る畑別時川をﾡﾡ仰嶋"Iに人れ, 締選時川は 

唐箕便用の時間と した。 トドマッ ・ ソマッ共に場ﾡよに場する時川は柄選 

準備時間中 よ り除した。

)ト ドマッ

上ﾡの試ﾡﾡ県を米識別種予100kgおよび100L常ならびに締選印子10kg, 

また 10L はの柄選所山で女示ナれば第10技の如くである。

その結果未術別純 r100kg常精選所時川は,水権を 100とすれは予地式 

A能選印搬 120, 商,Mf3t-で行iう合は150の北事を求し,水代の効Mの 

良好なるとと を攧著に派している。納が跡川の内iを処ると, 動川および

Fﾡべ働能ﾡ郎機は, と も に風力の副 節 •飾部の取換等に比皎的多 く の時川 

を要するのであるが,御別作と精選作業が同時に行なわれ非常に迅逃に洲
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第10表 トド*ツ精送効R邸

一-19--

------ -- *.... e*ee

A 速
(m/sec

所T 喚 時 間
. 備 . ゃ

4名 木節別種 木部別所丁・おﾡ印 
j-1oor f-100ll1okc 1ol w

動川 

逆千水

1.97 ﾡ選備 f 分 t 
19.46

パ営?分r 
04.4(

・ み» 分 と 
) 06.4

i"os.サ群ド得火門簡及び間
ﾡ 選 2. 47.4f , 3L. 01) 40.1: I 10・ " 村選, 送H機ﾡ時I

at 3. 07. 31 35..40 ; 45.5( ; I 0

3.03 触進準備 2i. 3: ： 05.0( • os. 3( 0 6f 1 Inl

納 刑 2. 5S. 0: ; 30.14 ! 57.2 14. 3：

t 3. 22.36 ; 85.1-i 1.06.0: 17.2;

3.73 ﾡポ備 17. of 05.1s 04.0S 0.2 」2 In,同上資料の一番同 を 2
リ Iul様込す

納 選 2. 57. 4. 5: 31.f 12.2

it 3. 14. :35 50. 1( 35. 5: 14.53
.03+

3.73 精選準備 30. 4 07.07 18. 4 os. 44 2 lol#選地 し所災町I

ﾡ 通 3. 52. 2d 39.28 2.14.14 52. 46

t 4.23.11 46. 35 2.32. 57 1.01.30

4.50 精選讷備 26.3S 06.15 09. 39 03. 45 神選代他, 納通は動力用と 
i-な味1 IE 

洲d千/ 納 選 3.40. 28 43. 4： 1.1328 21.51 1 W
4.07.00 40.5s 1.23.07 25.86

4.50 納選伯 22. 01 07.15 03.17 01.64 2 W,同上T(料の-番口 を 2 
試す

構 通 兽. 25.. 53 1.01.15 23.58 08.52

it 47. 54 1.08. 30 27.15 10. 00
4.50+

4.50 特選伸備 33. 47 08.30 14.28 06.46 2 W締選 し所要叫I

特 通 4.42.16 55. 5S 1.49.27 40.29,

mt 5. 16. 43 1.04.28 2.03. 55 47.15,

MF 4 
及び簡

3.73 協進準備 4. 36. 20 62.25 1.41.03 30.20 お備, 解別時間及び種 
子が下口版人等

締 通 1. 08. 17 10. 00 25. 0•1 09. 45 納ぷ,による構選噂I間

442
t

樹選単師

5. 43. 37

16. 04

1.05.25

3s

2. 06. 07

02.04

49. 05, 1 m
2lul, 同上料の一番口,二 
番合し3 W締選け

お 通 2. 4s. 40 00.34 L.44 0S. 32

計 3. 04. 44 07.12 23. 48 09- 31

I'
3.73+

4.421竹選代備 4. 39.43 53. 15 2.12.18 51.57 2 网精選通 し所要動間

構 選 1.54. 15 21. 45 54. 02 21.13
1 tt 6. 33. 53 1. 16. 00 &. 00. 20 1.13.10



むt ゆ 父 に多派の種子を同一方法で精選すればす ろ税木機に よ る利丁柄能 

卒が:向.す る。こ れに反 して従米の簡な らびに川tで行iう地合は簡ﾡに 

Mる多く の時川 をす る。しかし第 2 m精選の場合は風選作 飛のであ ろ 

から選純機の 2 回納選に比し逃やかにﾡ選が:ずする。

木機によつてトドマツ未ﾡ別ﾡ子を柄運する時は,従米の簡・川による 

精選法の 66.8% の所要時間で足り る。なお納遭を要ナる種子北が多ければ多 

い だけ 効税 を あげ得 るのである。ま た 手別式幅徒選純機に 比 して も 本機に よ 

ろ時は その 83.3% の所耍時間で精選 し っ ろのであ ろ。

◎ エゾマッ

エソマツについて前記と同様に以ﾡめれば第 11 炎の如くである。

第11表 エゾマッ精造効程求喩

納通 | 供
摘要

所

機名
コ 田 !

(m/sec)ア(社
未帰選師 未将選H i所子 
f100gmif-100lil1okgii

l選f 
10l7l

動力川 3.50 A :聯選準備
う才 分 物 

11.51
「7 分 ッ 

04. 08
” 分 n 

03. 57
P? 分 ゆi 

02. 39 A, 手にて刻除

運預投• 1
納 通 1.34. 02 27. 05 25.33

2リ. 30

14.21 B,水にて刻間去
at 1.45. 53 31.13 17. 00

3.50 B : 納選備 11.20 03. 55 03. 33 02. 43
納 遥 1.01.1G 17.1s 15. 04 10.13

1 1.12. 36 21.13 18.37 12. 56

ﾡﾡ式 4.50 A 納選備 09.44 02. 57 02. 55 02.00 
is.43ﾡH投 締 通 2. 44. 40 36. 40 36.04

at 2. 54. 24 39. 37 3s. 59 20. 43
' * 4.50 B 納遥備 14.00 04.11 04.12 02.35

納 通 2. 44. 22 39.47 40. 04 19. 50
at 2. 5S.31 43. 5S 44. 16 22.25

3.50 A 納通備 2. 29. 07 , 35.25 26. 32 11.51 簡 1 m し
納 選 2. 08. 04 30. 25 22. 47 10.11

叶計 4.37.11
2. 45.35

' 1.05.5C 49.1q 22. 0s
3.50 B 補通平の 34. 4S :0.4S 14.37 1 ー

締 湧 
t

2. 41.57
5. 27.32

34.2:
1.00. 11

30.95
1.01.1:

14. 2(
；1 20.0：
1 !
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すなわち木機による木選別研子 100kg 柄選所時川を 100 とすれば, 

予ﾡ式両能通和は予採域除師子に討! ては 164.7, 水ﾡ子にﾡしては 

215.9に該なし, また從來脚およびぜ覚によ る時は F除和子に討しては 

261.8 に,浸水翅除去低了・ 忙針 1 ては451.1に机なし, 木機を使川する場合は 

番しく納選効ﾡを高め得るのである。すなわちェソマツ未選別ﾡ子はト ドマ 

ッと県な り イ;蜷形な鱗片または果軸をほとんど含ます,网滑に地了•送出装置 

に よ って部部に適策宛落下せ しめ うると 同時に風選を行い苦 しく 効和を高め 

父 な。しかし 2回Aﾡを繰返せは簡および川に よ る選別法は唐箕に よ ろ風 

選作のみ となり,本機に対す る 比率が幾分小 さくなろことはトドマッの場 

介と同様と認められる。

すなわち本機によ る時は従米のMt ・ 締の精選法に比し,強め浅水法で翅 

除去した和子に釣し 22.2%5 の所要時間で足りる。 また予回式の高能選和拠 

に比して も その所要時間の 40.7% で精選が完了 し, がしく 構選作求を迅 

になしう るのである。

(②) 選別 能力 比校

効税調を行つた責料について賞・ 純求 ・ 充實率 •發芽 •率 ・ 収量を調 

査 した結果は第 12 ・13求の如くである。

(。 ト ド マ ツ

トドマツ種子の各機の選別能力の比校をすれば次の如く である。

1. 一番口種子の收:址は1回精選の時はM算2回繰返し精選した場合は木 

根が も多いが, これは構選種子のt状に 關係 している。

2. 2 回繰 し柄選ﾡ子の1爪は動力川が城 も T く ・ Mft補選ﾡ子は幡い。

3. 純朶率は部 •唐箕によ る場合最も良く,本機の場合は惡い。この點振 

動働斜読を使用する時は手締に比較して少しく 純述者が低下ナるのは一 

般的傾向と認められる。

4. 充賞事お よ びﾡﾡ率は 木ﾡが収 も よ いカ:, これは風 な ら びに種子牧 

策に關係するが,動に上 る真のﾡ付によりtiに均一な風ﾡ・風処を 

ﾡ父w賞に風選しうるに越囚する。
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第12表 トドマックP拉びに選別ﾡ

精選

機名
風速 战 z
(m/sec)

1000

_2%

H子 内 容 ぴ 花 2%
aヶ

止り %
内あ 
ろ もの1 当 ； 塗

3 
当 t 容裁

"eeeeeeer季x

償氏H子
；•

10.:3799 :7.3
1 

47.0 52.0 0 0 ...。』・4・= 100.0 100.0

動 力用 1.97 1番口 11,9018 72.5 54.5 44.5 0 1.0 40.1 41.7 29.0

2 番口 5.0029 35.8 4.5 94.5 0 1.0 3.: 5.2 6.:.

・をn 1.0395 198 0,6 98.0 0.5 1.0 0.3 6.5 19.6

3.03 1恭“ 12.7222 78.0 71.5 28.5 0 0 43.4 ・1.0 2o.S

2 和n 7.7225 53.. 14.0 84.0 i 0 2.0 7.5 6s 4.4

: 番n G.7711 4s.. 10.5 S7.0 0 2.5 5.9 2.6 み.4

3.73 ﾡ淡婚 f 風 3 03m/sec にて納した一番ハをり

1番n 13.314S 93.6 $4.0 15.5 0.5 0 47.0 , I7.3 ・ 7.5

2 番ロ 9.2982 87.0 28.0 06.5 0.5 1 5.0 l：：.i :9 ・ 2:

3 番ロ 7.4989 54.9 14.5 S4.0 0.5 1.0 9.7 1.5 1.3

髭幣 4.50 1 書ロ 19.3645 90.4 6:.0 35.0 1.0 1.0 ッ7.5 30.0 20.0

2 をロ 6.0074 07.3 20.0 78.5 0.0 1.5 9.3 2.9 2.5

3ロ — 23.6 17.5 s30 0.0 05 9.4 4.8 s

4.50 供試種子 風速 4.50m/sec にて精理 した一番口 を川 う

1 番ロ 12.7974 96.1 71.0 20.0 0 0 43.9 25S 13.8

? 番 7.7120 57.2 4.0 04.0 0.5 1.5 1.9 0.4 0.5

3 和ロ 7.4959 ; 34.0 0.0 935 0 0.5 4.5
I

0.4 0.9

ﾡ 4 73 1和ロ 12.03SE,90.9 575 39.0 0 35 38.S 1 95.5 12.4

9番用 6,0424イ ヶ93 1:0 96.0 0 2.0 1.0 :11.7 9.s

. ・- 3 香口 ・,27.3 — — — — 0.4 38

4.42 ﾡ償積 風逃 3.73m/sec の一番口ﾡびに二口を合して川ゥ

1番口 J2.G12<；97.7 70.0 20.0 0 1.0 2 21,1 10.:

2 飛ロ 7.5407 • 04.3 16.0 81.0 01
:.0 .8.0 39 2.2

3 ﾡロ 7.2404 t 04.8 1.5 97.5 01 1.0 0.8 0.7 0.7
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第13表 キゾツ効びにﾡ別力戦試ﾡ

機名
A i 

(ni'scc).

l1o0oz
要

枕 
量 
単

H子N"調t %

車

止リ%
内守あ 
る もの 説 営 tt 守

ﾡH子A
S 
1.0542 55.7 42.5 55.0 0.5 2.0 25S 100.0 100.0 学金でも

B 1.8211 7s. 6U.5 ob 1.0 5.0 ッ29 100.0 100.0 ﾡ嚮

動力川
A 能

・ 3.50 供試純 rA

2.0709 86.1 0s.5 18.9

• ・

遺所西 1 T 0 0 1.5 40.S 3e "#

・番 II 2.00s1 6S.1 47.5 44.5 1.0 70 7.0 D4.6 n4

II 1.0329 41.5 18.0 81.5 0 0.5 4s 3.0 ・s

3.50 供M子B
二

1 ﾡ II 2.4670 90.8 100.0 0 0 44s 40.7 16.9 •
2 番 ロ 1.7651 79.S 54.0 45.6 0.5 0 35.2 14.7 17.1

3 番 n 0.8107 26.5 11.0 S9.0 0 0 8.2 22.7 48.4

&生

""

4.50 供賞H子A

1番n 2.07S1 84.1 83.0 17.0 0 0 40.3 45.7 19.6

2赤 II 1.7330 75.4 1.5 98.5 0 0 1.3 3.6 2.1

3番 II 0.8340 30.4 20.5 m7.5 0.5 1.5 16.7 28.3 51.4

4.50 供茂H子B

1番 II 2.5078 924 90.0 10.C 0 17.6 41.0 20.1
i

2 番 n 1.1566 4s.7 61.0 39.C 0 5.4 6.0 5.0

3 番 ロ 0.7691 364 10.5 so 1. 25.0 50.4

w 状 3.50 供訟H子A
1番「1 2.4043 san 79.0 19.〔 2.0 56.2 29.s1

2 番 II 1.755：： 53.5 ュ» ! 96.〔 ) 0.5 1.0 ..3 12.: 14.1

3 番 n 0.9122 19.1 1.0 90.c ) ( 0 0s 1S.2 21.4

3.50 償H子B

1番nI 97 1 S0.5 1S.( 
; 1 ) (11

1 40.1
1

53.3 23.s

I 1.026956s o.5sS.(
1 1 ;

) I. 1.5 s.0 s.s 10.9

3 番 ロ 11.0039 22.C) 40 95..
1 > 05 q 3S 20.7 49.( •
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以」••の結果によれ, は木機の精選は從來の推 ・による方法に比してﾡ 

選効果についてはほとんどが:ないが:,攻はﾡろ優つているが, w別作業 

は手続に比して少しく劣つている。

(お)ェゾマッ

エソマッ種子について各機のﾡ別能の比地較をすれば, トドマツの場合と 

何様に と の際選別 した風速では,本機に よる一番ロ 種子の牧量収 も少く, 反 

到に川ﾡに よるも のが も大きい。反ﾡに種子の充賞率お よ び發芽率は本機 

によ る精選が最 も 良好な結果を 示した。しかし純率はトドマッと同様, 一 

ﾡに簡・による締選がも大きい位を示した。すなわち風ﾡ作川は木ﾡ 

による場•合は,均一な風速をあたえ,良好な以選を行いうるが, 動協によ A 

る隣は純事は幾分低下ナる を特徴とする。

V 結 言

動力川神能選極機はほ動機により高能率にかつ確實な選別を行わんとする 

にあつて, 那時の如く 力ﾡ座 ・ 造林熟練界不足の際,多iの種子を調製ナ 

るには必要と認められる。

すなわち本機によ る精選法は從來の補 •优箕による希選法に比して ・ドマッ

66.8%, エソマツは22.2%の所時Iで地り,著しく能率をめえて, また 

その選別能力に於ても理萬幅腌機または唐箕に比して艮好で,特に動力 』

による 均 な風速で精選せ られる ので光賞率が他に 比ﾡ して大 さ い。

ﾡ時中およ び國土復興のため伐採した跡他や未立本地帶を速やかに綠化す 

るために も 多星の造林用粒子を調製しなければなら ぬaが:, これに對應する林 

子ﾡﾡ機として本ﾡの活躍の範はMい とおえ られる。

Universal Seed-Selector by Moror

YurA HARADA and Tosm。 YANAGISAWA

We arc improving the so-called "Universal Sccd-Sclcctor," the previously 

invented machine, to promote its efficiency in selecting seede automatically 

by motor. Though we have few skillful laborers available at present, a larger 

number of good seeds arc severely wanted.

Selection by above-mentioned universal motor selector is more efficient than 

that by sieve and winnower which have been commonly used. Compared 

with these old types, it saves time in seed selection at 66.8% in Todo-fir 

(Abies sachalinensis) and 22-29% in Ezo-spruce (Picca jczoensis).

It bears not only a good efficiency but also such an excellent function as 

uniforming the wind velocity so that we can get more seeds of completely 

screened quality・ In the present situation where our country necds a large 

number of seeds for afforestation we arc sure that this machine will render 

a good service in seed selection and contribute much for reconstruction of 

forcst rccklcssly cut down during the war.
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二,三の林木種子貯藏試驗について

Turnout of Seed Storing Experiments for Some Trees

研究委関照田 泰 

a#i 柳 澤 ﾡ 雄

YurAkA HARADA and Toan。 YANAGISAWA
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I 緒 言

凡そ貯激極子の生活作用の曲:弱長短を左右する ものは,一大的には道度 ・ 

水分・酸楽であり, 二炎的には貯戦種子に附ﾡする微生物によることは, す 

でに明瞭なことである。よつて林木純子の貯蔵に關する研究についても,こ 

の繰につて行われつつあろが, われわれは温度ﾡ作と して,ﾡ氷利川の 

期貯減法によ る低温貯減の良好なこと を熒我L , また酸素條件と I て※R 

所貯藏; 犬験を行い,IIドその棋について収訓べである。

そのた水分・ﾡ※・微生物係にﾡしては, それぞれを封照とする實聆を 

繰退 して行い, 和子ル戦の木I を究めんと 各林の調布研究 を進めつつあ る。

今回水分條件に關する試喩とIて湿度別貯蔵試驗および頃:に發表⑴した乾 

燥け隊ﾡの第24同の成ﾡにつさ, また酸素條件と I ては, 渋貯識に 

W し, 次で微生物條件に関 して は,超短刑府誠略な ら びに業州蔵試 

ﾡについて, それぞれ, その成績を取まとめ,和丁ル戦の参おに供せんとナ 

る次第である。

I 濕度別貯減試驗

本試験は林木ﾡ子を人 工で作つた各秋の湿度 を 行す る 対就 » 所に 貯父,退 

度と極子の壽命との關係を明らかならしめんと した。

i試略法

供試 和子

m和117 4度貯がﾡは第 1炎の供試番ﾡ 1,2,3,4 の部了を使川 し. 昭 

和 16 度には供伏税 2, 3, 4, 5, 6,7, 8 を使川した。仙し供秋番ﾡ5は

第1表

—27 —

供試 
番 樹 n m 地 採集年度 純量率

法
勾当

$ 「元法 が 注 
湿元花法 
弦ず率

1 ト ド ッ 期 昭和16年 14.8075

2.9S6S
0S:o

る
15.S iis 16.1 40.5

2 トッヒ 王 i沖 154 0S.9 74.6 s2.0 32.5 45.9
3 カマッ 野 邊 過 164 11.0267 99.1 94.s 06.5 4S.5 40.2
4 クロェゾ グ 164 13.4317 00.1 88.1 00.0 50.0 51.1
5 卜r マ ッ 古ル別 164 13.55SS 8s4 16.3 1S.5 20.0 42.9
G グ 地合 174 12.6013 98.1 :39.4 37.7 20.3 334
7 クロエゾ 174 2,049 01.5 82.4 90.5 45.S 67.8

s アカエゾ 旭 川 174 2,87S1 95.7 03.2 100.0 92.4 45.2
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昭利 17 年度よ り 貯蔵した力:,一友經例後の發芽試驗は行わなかった。

貯 験 方法

城名器内の消は祀Gすの就締 (デッケクー) に次の如き各林濃度を 

契にする秘酸を入れて加した。すなわち 985 の濃酸酸を水にて稀薄して 

全派を 196e.c.と して乾燥器の下部に入れ,その上部に發芽シ Y レーお止び版 

見響に 入れた貯蔵師子 を おいて密閉貯蔵 した。

初座の昭和174には次の如き過ﾡを行する細をつく りけ戦した。

硫酸濃度 78.0%, 58.0%,48.0%, 38.0%, 28.09%

比核過座 3.0%, 21.5%, 40.0%, G0.7%, 80.0%

に略和 18 年度には前年度の硫酸を除き新に同濃度の硫酸を入換えた。 

なおこの際硫酸の代 り に非溜水を同力::入れた滋度 100% の乾燥塀の組をつ く 

つた。

これ ら の乾球器は常場張ﾡ賞4内に保イした。

昭和 17 4FD府戦は 5 月 26日に純媒器中にﾡ了を入れ, 一夏新過後 10月6 

日にﾡﾡ試験を施行し昭和184ﾡは同年6 月1 日 に硫酸の入換,新和子の 

貯蔵をはじめ同年 10 月5 日 に貯藏師子 を 取出し發芽試驗 を開始 した。

i試輪版 績

昭和 17 年度貯蔵試験の一旦經過後の成績は第 2 炎の如く ・ ま たW和118 年 

度貯賑试驗一岌経過後の成績は第 9 炎の如くである。なあW和 17 年より 引 

績き施行の二夏経過後の成紙は第4 表の如く であつた。

昭和 17 4度の一夏都ﾡ後の成維に よ れば

(1) トド マ ッ種子はﾡ度が低い税種子の役ず率が良好であつた。

(2) クウヒはト ドマツと異なり 3.0%の脳旋中にﾡ戦したものは21.52%の 

過座中に職 した も のに比 しやや發芽率が低下 した様である。

(効 アカマツおよびクロマツの如き壽命長く 活力旺盛なる種子は貯蔵濕度 

による種子の活力の龙が僅少である。

昭和 18 4Lﾡず試験を施行 した成材に よ れば

(1) 一夏経過の トドマッ, アカェ ソ種子は比核過度 3% 証に は過乾の害に

一'28 -

利17 4座貯戦 (一ﾡどﾡど後)2

掛 M 商Ni 型 度
i 正 型ず率

お 法 1 n元 常 法 型元法
3 3x s&

トドツ Ss 80.0 以.1 _1$.2 222
3s 60.7 25.e SS 14.6 17
48 40.0 18.5 10..1 14.s 911

5S 91.5 22.1 Is.3 18.0 23.7

78 3.0 20.0 1us 19.6 28.4

トウヒ 王 潮 Ss 80.0 61.0 19.6 75.9 25.7
3S 60.7 43.2 18.8 86:1 27.0

ロ 4S 40.0 62.9 27.3 83.9 33.4
5S 21.5 66.3 :2.6 83.9 34.5
78 3.0 51.9 m.n 65:2 39.9

カッ 野f 邊 地 Ss 80.0 94.1 52.1 94.2 5Ss
38 60.7 94.5 44.4 94.6 49.7
4s 40.0 93.5 45.3 93.8 51.1
DS 21.5 95.3 46.2 96.0 50.4
78 3.0 99.9 51.2 93.9 55.9

クロツ 町f 過 ﾡ 2s 80.0 S6.4 34.7 s4.6 37.7
Ss 60.7 89.1 24.4 89.8 26.9
48 40.0 88.8 30.9 '88.8 34:9
5S 21.5 S4.7 .o 85.9 37.6

・、 * 78 3.0 91.6 44.5 91.2 47.6

第 3 表 m和1s 4貯成が戦 (一項軽過後)

放襁凝及： ﾡ 度
雑 卜 ド マ ッ 雑ク・ェy 旭川 カェッ

我ず準 战 正 
ﾡ 芽 率

事 

d%
發芽率 丸 正 

我ず率
% 外 6o 务

恭 ﾡ水 100.0 0.0 0.1 0.1 0.0
28 80.0 21.2 19.7 66.1 84.3 55.1 97.5
38 60.7 11.9 13.6 74.4 S8.1 50.9 0S.4
48 40.0 20.2 20.4 6S.3 S4.2 5S.9 98.3
5S 21.5 27.7 29.5 55.3 98.2 53.0 71.8
78 3.0 1S.1 19.7 50.5 99.° 51.5 68.0
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第 4 表 昭利 17 4貯試戦 (二以を過役)

编 座
占川 t Fッ 「泡 トウ ・ yF7 » ・ ッ f クロマッ

i& 度 袋郷中 演, l 
彼4 我中 い 11: 

中 我が半 氓 I: 
弦担

判 i 
ﾡ中

28 sdo 一 
15.7

S 
り.2 46.0

力
6l.2 s8 1 0:;.9 96.7 。-- 95.1

%・ 
94.9

38 60.7 18.5 12.4 72.0 75.5 06.6 I 97.8 96.9 99.2
48 40.0 19.9 13.0 G6.2 82.7 97.5 9S.2 91.9 95.S

58 21.5 29.3 26.6 66.1 69.8 92.9 94.1 97.0 97.0

78 3.0 21.5 27.9 51.2 69.0 S9.5 92.9 90.1 85.2

よ り役ずボカ低下しな。しかし クロエ ソは溢圧の低いもの札災ザは良 

であつた。

(2) ﾡ座100%のWは午樹所張ﾡ率を刑央した。I かしてﾡ子のmに 

徴の我生を認められた。

(9) 二攻経絶後に於けるトドマツル成和了は, 一以料過徴と同様に沿度が: 

低い和磁ﾡ率が良好であつた。クッヒは前年と同様にﾡﾡが多 くても少 

なく とも悪く,過度 40% で地高の発芽率を示した。

クロマツおよびアカマツは前年と同様に濕度による發芽率の注異は僅少 

であるが, アカマツ,クロマツ共に30%のﾡ度"に戦したものは投ﾡ力 

を若干減退した様である。

以上 2 » 年の試験成績に ょ れば, 林木部子の 命 と 滋度のW係 は多く の樹 

林に於ては,關係淤度 3025 程度では過はの害を蒙り,また 80% 以上.とな 

れば多ﾡによ り種子の添が:せられ沿度1002% にれは トドマッ・クロマ 

ッ ・ アカエゾ各術権共ー夏経過後に於ては完全に發芽力を消失した。

. アカマッおよびクロマッ の如く ﾡ的話命で」く 種子の 旺盛な ろもの 

に戦過に ょ る影響は とんど認め られない。供狀純子の般適の貯蔵燃度 

は20～40 の間にあるものと思われる。

I 滅屋貯藤試験

木試驗は極子 を減里下に貯蔵 して, その孫ﾡJ保持に お よ ぼナ影響につい

C調査した。

i試ﾡ方法

供 試 種 子

供試種子は温度別貯蔵試驗と同一粒子を用い,その他に昭和117 4隊の 

分と して大の種子を川いた。

神太iクロェソマッ, 昭利 16 年採集,1f2.5023g,純述率722%%,常法 

役導事66.5%, 常法加1:我球事78.5%, 退た法磁球事31.5%, 還元法眞正發 

芽率 41.2%。

貯蔵方法

W和l17, 18 W年作度の貯戦5寸の眞空«燥器 (デシケータ) hに上遮の 

供が種子を紙袋中に入れたるものをおさめ, 眞空ポシブによ り大の如く場 

w内の空氣を排除した。

減町i,常川, 渋100mm, 200mm,300mm, 400mm,

器内川 760mm, 6G0mm, 560mm, 460mm, 36Omm.

ﾡ子の取入の度にﾡに上記のN空拠にならしめた。これらの資空器は 

常楊實驗空內に安置して貯藏した。

M和I 17 4度蔵は 5 月 26 日に種子を入れ同年 9 月 S 日 に純子 を取出し, 

愛部の種子をその主去前4と同一のN空度にならしめなる後崎し,昭和18 

年 6月2日 に新に城種子を加して同4 10 月 12 日 調皆川の極子•を取出 し 

た。

ii讃燃成 績

昭和 17 4貯城略の一攻組過後の成績は第 5 表の如く ・ その二立經過後 

の成縦は第 6 表の通 りである。 たW和18 4に新に施行 した一安経過後の 

彼媒率は節 7求のi りである。

以上の成績によれば

() 一災け戒のもの機m川FIにしたものは総分微場が:A 

け滅の ものにして 良好で あつな。

(2) 二以貯戒の ものも 同様に 各樹種i波川下に城 した も の は常艦の も の
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・ 第5 表

減 脳 量 2内艦力
加t正ﾡﾡ中

高 法 量元法 常 法 選元法

トドマッツ
mnni 
'0 139 る

IL.2 25s

100 660 19.3 10.3 6.1 31.2

200 560 ,15.2 7.5 7.3 16.7

300 460 18.2 12.9 10.2 26.8

400 360 16.2 11.s 10.0 23.6
ト ッ ・ 王 ・ 0 760 36.G 7.1 78.7 1L3

100 600 59.8 0.s 75.4 17.1
200 560 59.9 13.5 80.0 18.0
300 460 5S.5 17.3 23.0
400 360 49.9 16.s 79.9, 24.6

ブカマッ f 邊 地 0 760 87.7 30. 91.4 34.0

100 660 89.1 34.4 89.5 35.3
200 560 92.3 33.0 93.3 35.0
300 400 92.7 1 81.3 935 34.2
400 360, 9-t7 3.4 943 36.7

クロマツ 野f 邊 追 0 760 03.3 30.3 03.9 42.3
100 660 90.0 4:.7 90.6 40.4
200 560. S59 47.1 S5.3 49.9

300 480 90.1 430 89.9, 463

400 360 887 36.0 91.7 41.3

第 6 表 ン如

減 ﾡ i 器内艦力
.雑卜1 ﾡマツ 雑 ク ・ 3 こ y 旭川 ア カコy

c 正 
我姫率 強芽率 流 正

發坊率 発芽率 面 正
獲 災 率

mm
1

mm
760 a %

6.6 060 93.1 w5 9矗

100 660 G.2 6.9 05.7 95.2 43.7 91.2

200 560 7.0 8.2 72.8 95.7 44.5 70.4

300- 400 10.4 10.5 60.0 96.4 30.9 78.9

400 360 11.7 11.1 43.8 95.6 41.2 04.9

第7ﾡ

減燃量
a 内

出 力

fij トドッ 志 須双 クロエッ 当F追カマッ 当f込地 ク・マッ

羽中 ft 正 
最担 發芳期 i 正 

委担 羽ず求 讥 正 ﾡず求 ft 正

niii
0

iiinl 
760 0.2 d4 14.0 17 35 

SG.S
が

S6.5
・ 

76.2 79.2

100 630 0.2 0.4 18.7 13.0 S5.S S7.0 81.2 S3.7
200 560 0.0 0.0 19.7 9.4 81.4 81.8 70.8 65.8

:00 460 0.0 0.0 2s. 17.9 SS.5 sS.9 75.7 72.2
400 36o 0.4 0.6 34.0 32.0 90.1 93.3 81.7 s1.9

に比して投ﾡ率が人好で,一夏耗過後のものよ り そのがらかである。

(3) ブカマッ, クロマッ の如く種子の命 く 川正旋な る子は 2 4川 

貯栽の 成績では減犧心救の効果  は僅小で あ る。

以上2力4川のが戦版ﾡを通従するのに淡』ﾡﾡはﾡ下の効果が認められ 

るが, クーラン ト1:9の#の如くり白な効果を認めえなかつた。

T 超短波處理貯議試驗

超短波が師 了•なら びに果實に対す る影饗殊に 照載力にお よ ナ影ﾡについ 

てはa氏"く(のの研究が:あるが, 超短波による役i的効果が認められる 

な ら , また超処ﾡによ る 判供作川 が町戦種 子•發芽力 保持に良好な る 影 

甲をあたえるならば, これらによ り 貯液明間を延長せしめ うる と者え林木秋 

子 を川 いて次の如 さ試験 を施行したのである。

iが ﾡ力法

供種丁 m和1154座産, i山深トドマツ, 純量率94%, 賞fIf11.7030g, 

合水量 8.21%.

昭和 15 年度南 新冠流カラーッ, 純量率本925, 1fi37038g, 

合水北10.29%.

供が所了の超短波照9前および興射後の我ずが戦の納県は第 8表の如く で 

ある。
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第8表

ﾡ 蔵 掛 i 貯 蔵 處 ﾡ ト 単 t 正 受ず率
4 咲 D KI] 花 s 型元 花 法 型法

A 1 i山校旅 卜rッ 1.
J,

120 % 1 21.7 35:0 マ7 507
2 1 60 41.1 32.4 30.7 450
3 1 40 45.9 31.4 46.9 44.:
4 - 1 20 42.6 29.0 40.4 414

5 1 10 44.6 20.3 47.0 41.6
6 1 46.0 21.5 45.9 33.0
7 2 120 43.8 2S.4 44.0 39.:
8 2 60 43.3 29.S 40.8 4:.4
9 2 40 43.8 27.7 41.0 39.4

10 2 20 50.S 27.4 45.9 42.3
11 2 10 50.4 22 7 45.7 32.5
12 2 登 野 41.3 24.S 41.s 3S.9
13 3 120 41.9 28.4 33.1 38.4
14 3 co 44.4 26.4 37.7 39.3
15 3 40 41.6 28.4 32.3 30.6
16 3 20 44.7 25.5 35.6 35.6
17 3 10 43.0 26.1 35.2 37.9
18 3 対 野 50.1 29.0 46.2 43.9

K 1 新ﾡ産 カクマッ 1 120 74.7 30.3 8G.0 46.0
2 1 6o 70.4 41.8 s4s 52.9
3 1 40 80.1 44.3 84 3 51.3
4 1 20 78.5 4j.1 88.4 53.8
5 1 10 79.3 4:16 00.6 50.7
6 1 狩 I 71.4 39. 87.1 18.6
7 s)* 120 76.3 48.0 85.6 53.S
8 2 60 75.7 40.7 ・$6.0 50.7
0 2 40 77.3 3S.2 83.3 43.8

10 ッ 20 76.7 45.2 86.0 54.9
11 2 10 70.4 10.5 89.2 47.2
12 対 野 75.5 43.3 89.1 52.6
1: 3 1:0 $1.G 50.3 Sd.3 5G.5
14 Go Sl.:; 4L: 89.7 nis
15 •>・ノ 40 $0.6 S7.4 68.3
16 ・»・ノ 20 74.1 42.2 85.7 53.4
17 3 10 75.6 37.8 88.6 46.9
18 3 73.2 42.0 85.9 48.4

ーー

げヴ方法・ 250c.cのﾡ口瓶中にトドッ種丁100g, カラマツ種丁50gを入 

れ和 164ド112 H超短波!射す後和丁派の 20%% のァ ドy 

ールを入れて翌 13 wlし, これを全都木用に收めて,N 

14 Iiにiil期桁Miiに』城した。iI検削城ni内は 

以 +5C以上..ルせナ不均氣温 +2C内外であろ。

超短波照射方法

超短波發生装适 (氏(m,ぬk型) により貯戦版のは120秒, 60秒,40 

秒, 10 秒照射 した。

ii 試 略 成 縦

貯蔵開始後毎秋h親术よ りJ川し磁ﾡ数を施行したﾡ果は第 9,10炎の 

如くである。

第9表 トド*ツ

41.9 36.3

m減番
座 n

N 問

常法区正発可申

1r 2 3年 14 24 ッ

A 1. 7. 13 120 ・・. 40. 感 ・o

48.8 4S.5

#136.9

A 2. 8.14 GO 49.5 44.3 35.8 37.0
A 3. 9.15 40 51.9 35.9 24.0 54.4 38.9 25.6
A 4.10. 1G 20 42.1 :S.1 34.4 48.4 40.7 37.5

A 5.11.17 10 45.3 35.3 36.4 46.4 38.1 36.7

A 0.12. IS 対 即 42.0 38.1 27.3 45.7 40.2 29.4 41.5 3.3 :2.2

運元法ﾡ

14

30 .1 57.7

S2.6 31.2 24.1
35.6 38.4 23.9

4S.7

第10表 カラマツ

21.0

ﾡ 元 法 
it正銀求

2年 3年

45:4357

44.0 29.9

48.2 47.3 31.3

52.6

60.2

56.5

45.1
50.5

48.7

31.0

26.7

29.8
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貯i番
處理 常法及ず亭 通元法ﾡ中 運元法

正袋さ.

N 間 14 24 34 14| 24 Lッ 14 2年 3 14 2年 3r

K 1. 7.13 15
8

82.8 74.9 67.3
な i な

94.3 92.0
1

92.5
マ 

39.6 3n ? 1
2.5,

う* 
46.5

%
32.7

-- 
1 30

K 2. 8.14 co 742 75.6 05.3 94.2 94.4 84.1 42.5 23.2 18.4 51.0 36.0 24.4
K 3. 9.15 40 77.9 77.2 70.9 96.7 94.1 

I
90.1 47.0 23.5

19.5

52.5 32.6 25.6

K 4.10.16 20 83.2 78.9 72.S 96.。 95.2 1
0u.1 39.7 17.4 44.6 28.2 25.2

K 5.11.17 10 80.9 80.5 09.8 96.4 92.6 453 28.7 26.0 52.5 30.9 36.3

K 6. 12. 18 82.8 77.3 74.3 93.4 94.3 uo 245 22.3 20.2 43 32.0 35.1



(1) トドマッ貯種子は大休に於て!射ﾡが釣照画に比して数後張歩ボ 

が:良好な る も のが:多い。特に心 蔵期間力: 值 長せ ら ろればせ らろる 税その 

傾向は顯作である。

(2) カジマッ柯ナ•は トドマツと異なり照射協は口照協に比して,特に戦 

力 を延長せられた事は, 忠め ら れない。しかし 超短波照射によ り作川を 

受けたと も見受けられない。

(3) 和子の合水料は三夏経後にかてトドマッ ・ カラマツ共に 8.3～10.9 

%の範圍内に あ り,!射に よ る一定の傾向は認められない。

以上超短波出理貯版臟の成績は一都良好なりと溜められるが一搬には判 

然と しなかつたが,これが原因と して考'察せられる事は,本駿の超短波県 

见時間が短い上に 250ccのMtn就の他で!射したなことに よ り その川が:徴明羽 

なるためと考えられる。

また一般林木純了•の發•芽に際する消毒制の効果はあまり認められておらな 

いし, また貯蔵純子の沼:必の効果も僅少である點よ り して,殺効果も特殊 

の場合の外行効にわれなかつたものと認められろ。

い すれにせよ 超短波時川県射に よ る貯蔵試験 を施行 して上記の動 を関明 

にする見込である。

▼ 薬剤貯蔵試驗

•本貯殺械 は種子消毒剤 な ら びe その他業用に 桜ﾡ加して貯戦を行 い, 

また別に各種の乾燥例および活力抑制剤と 共に貯減して,その効を紫し 

た も ので優に縮 1 眈”に一夏経過後の成績忆ついて發表濟であ ろが, 共に 

二夏終過後の成績 を 取ﾡめた。

i試試方法

供試 和予

戒川種子と して第 11交の如さW利 134度流和子を使川 した。

第11表

供 が m 蔵 年 単
實 f ﾡ i 率

赤 ・
A ・

常 法 it 正
死 3

1 トドマッ 深 川 41.7 7」.1 11.6435 90.6
2 江 交 24.2 70.9 10.7670 95.4
3 〃 名 % 53.0 86.1 11.2270 93.9

4 クロェゾ G5.5 99.7 2.3998 SS.3

5 w 英 野 :0.5 99.3 1.5S46 82.7

6 〃 & f合 96.4 99.4 2.4200 s6.s

7 プカェゾ 下 芦 別 47.6 100.0 2.S077 79.0

貯 殿方法

(A) 秘子泊春制ならびに そのた業/定刑試絵

木試験と して次の方注に よ るﾡ子ルﾡ法を行い, その林子を家內でよ く 

燥してめブル コ ール液を以つて消ﾡ! た 500c.cのltn版に術した。

乾燥剤 としてア ドゾールを トドマッは和子の 30%, エソマッは 40%

を入れだ。

イ) 外 茶 水 0.1% 液 d4 時間

") ィi 他和波 " 20 分間

ハ) ホ ルマリン 1.0%% 液 〃 2 時I

=) 秘 酸 銅 液 50% 液 " 10分I

ホ)ッ スブルン 0.1256波 ・ 2 時間

～) メ ルクロン 0.125% 液 " 2 時川

卜) ク ン=ン 2.0% 液 " 24時間

チ) へ テロキシン 0.016 液 ヶ 18時間

(B) 種子乾燥剤な ら びに力押州効ブJ繁ん

下記の如き城燥剤な らびに活力抑制剤と 共に貯載した。本試験に使用 L た 

種子は ッ スブルン 0.125% 液に 2 時明浸藥消毒 した後乾燥使用 した。a子に 

況ぜ る木次を除 く 5 種の本燥用州な ら びに活力抑制他は,種子の上部に寒冷紗

—36 — —37 —



に包んでおき,i接楽がﾡ了・とじないわに, 注意して新封しな。これら 

は 500ccのMt口版を川い, 木灰使川の分のみ 1,000c.cのMtnﾡにテ減した。

ィ)木 灰 arと"許城, 1.5, 2書Hfとiじて使川す.

P)生 i 灰 H子Jの40%および80%。

ハ) ドソー ル 和子ﾡの40%および80%。

=) 騎化カル シ ウ ム 和子.iの 25% お よ び50%。

ホ) 源白物+アドール

へ)破化加+ブドゾール

上記 2 がﾡの貯戦ﾡを従米和子戦に川いた5 さ 5Ocm, 祁 50em のWt4 

の公力製府隊備"に給1け減 た。

これをM和 14 4 2 10niI検印子数川"内に搬入戒した。

i映略 縦

二安経過後に照載力所より取出し,その發芽試験を行うと共に残留を修畑 

に播種した。 その成績を取ﾡめればの如く であろ。

(A) 消栃府な ら びに そのた業場刑に よ る貯城ﾡ 

不ﾡ動の二以純過後の成統は第12, 13, 1」の如くである。

第12表 川Iド*ツ

m 蔵

番 ﾡ

i 正 我ず中
☆水率

常 法 還元法 常 」 還元法

T 46 外 茶 34.6 1S.1 oio 33.4 10.5S
47 石炭L 13.4 20.5 18.9 54.7 8.S0
48 小 ル*リン 25.1 3G.S 34.6 Go.: 12.S5
49 商 ﾡ 例 20.3 0.1 42.9 0.3 13.40

50 ツ「ス プル ン 33.35 19.9 41.1 :39.7 12.95
51 クン=ン .30.5 26s 39.s 52.S 10.90
52 ヘテロキシン 27.3 259 38.6 52.1 10.2s
53 メルクロン 2.7 . 0.2 3.4 0.3 15:92
54 無 iw ﾡ 14.7 107 20.3

1
20.8 4.80
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第13表

北海道各地膚 (貯※ﾡ34〜45) ゝびて野Fホ (貯番災 44)クロェソ

貯

番

数 

製

it正ﾡ 中
G 水 率

常 法 還元法 沿 法 還元法

K 34 クンニン 81.1 67 ods 257 136

36 l ヘロキシン S0.2 31.4 95.9 39.3 . 12.96,

ホマリ ン 73.5 18.5 S5.0 20.3 13.95

40 ウスプルン 77.1 37.7 9j.5 55.7 9:89

42 57.7 23.0 93s 29.4 8.55
44 ウスプルン 72.6 20.5 88.1 26.7 7.01

第14表 下 バ 別産 アカ エ ゾ

m

番 説

な 芽 判
な水率

常 法 量元 常 法 還元法

A 34 タンニン 応 7 s:
23.5

紹
15.63 、

36 ヘテロキシン 47.6 21.3 82.6 37.5 13.67
33 ぷ ルマリン 19.2 19.2 33.1 31.9 10.16

40 ツスプルン 45.6 21.6 85.4 41.5・ 11.56
42 ﾡ i清 湖 6s.0 19.0 84.4 36.S .8.48

ト ドマツでは狂求,ツスブルン剤が任良で一夏紙過後の灯版種子と同一の 

ﾡ果であつて無消がよりネ! く發芽率が良好であった, 硫酸銅•石灰乳およ 

びメルクロ ンはいナれも楽守が認められた。

クン=ンお上びヘテロキッ ンﾡ液投は二三攻経ﾡ後で も その効県が認め ら 

れた。

メルクロ ン消歩の 發芽率が格別に 悪 いのは含水率が 木林のみ 15% 以上を 

示し,最初の乾燥のイ;充分に起因したのではないかと,思われる。

ク"ェ ゾではツスプルンの効県はド成められるがず照Nとのが少ない 

ホルマリン は幾分 トドマ ッ と 間様に 業許が認め られた。タシ=ンおよびヘテ 

・キシ ン汶渋はいずれも虐理の効果が認められるが無處理に比してその差が 

少ない。
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ブカエゾではクロエソと同様であろ。

大にﾡ後の合水率をﾡるに ト ドマッではﾡﾡのも逃いメルクロ ンは 

俄大の含水率を示し,大で依ﾡﾡで大休に張率のﾡいものが合水率が:多い 

傾向が認められた。すなわち汶藥の場合は充分よく乾燥せしめる小が战も必 

要と認められる。この傾向は, クロエゾ, アカ エゾでも同様で,いナれも 

※ したものはやや靴燃不だ分の傾向が認め られた。

すなわち消剤そのた業/別による戦能力を延せしめろ事は ・ド 

ッ種子にもその効果が場裕にあらわれ, 林)••活力保持の良好なクロェ・ 

アカェソは共に そのﾡ別に よ る 効果は少な く ・ 二夏經過後 も 無處理 と のは 

僅少であ る。 トドマッの和子消/と しては 外求お上びッス プル ンの成績が 

良好であつた。

クン=ンおよびヘテロキシ ンﾡﾡは特別の効県はないが, 無處理の も のに 

比していナれ も 良好な成績 を 示した。なおこれ ら 藥剤に浸漬すれば その後充 

分乾燥して貯殺することが必要である。

(B)V地別ル戦状験

靴球削を県にして貯減した二安經過後の發芽満验およ び含水率調査の成績 

は第 15, 16, 17 表の如く である。

第15表 江差産 トドマッ防蔵m 子
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貯蔵番/ 摘
ﾡ 芽 4 加 正 彼 芽 中

客水判
常 法 型元法 常 法 nた法

T 07 ia io 26.1 55.3
%

S.50

08 ク 1.5 11.7 13.3 18.7 2S.4 0.70
69 グ 2.0倍 13.1 3.9 19.9 11.9 5.3:
70 生石ルf25% 11.1 2.5 18.0 6.5 0.98
71 50% 11.9 26 :0.9 G.4 3.45
7: バドゾー ル25る 12.7 8.1 19.7 ツ.5 8.92
73 50% 15.: 3.G :3.0 S.5 s.44
74 ﾡヒカル

シ ツ ム 20% 14.8 :.9 ツ4.: 04.1 G.91

76 40% 13.3 5.1 21.2 1:.6 3.93
76 無使川 84 2.2 15.1 6.3 13.92

第16ま 北海述述 グロ ゾ貯淡税子

摘 交
発期率 正:没チ中

☆ オ 率
常 法 這 元 法 お 法 近元法

K 14 木炭な量 2信 55 25s 352 覇

16 " 1.5 6S.6 25.0 90.0 29.6 5.3S

Is 石炭t:30% 76.S 1S.2 94.3 21.7 3.07

20 84.1 10.1 94.2 18.0 2.60

22 ケドゾーん308 S3.7 19.1 05.0 22.9 6.55

24 ク 606 1 87.8 33.4 97.3 40.4 5.29
26 鍵化カんルウム 

30% 72.7 24.0 91.3 31.4 3.01
42 特 ( 川 77.1 25.0 96.5 32.0 S.55

第17表 ボ別 ブカエ ゾ貯ﾡそ

貯蔵番她
我料 i 正 ﾡ ﾡ 率

合 水 ﾡ
常 法 d 元 法 常 法 ぶ元法

A 14 木ﾡ積2パ 45.2
38

24.5 S3.7 4.6s

16 " 1.5 51.4 20.7 79.3 42.5 G.35
18 生石ルf30% 07.3 15.6 77.4 30.9 2.96

20 グ G0% 39.S 18.9 50.S 36.6 2.91
22 ブドゾール306 55.S 2o.2 70.1 50.6 6.25
24 グ G0% 41.1 :4.1 69.5 44.0 7.1:
26 ﾡ化カルシウ ム 

30% 3S0 20.1 06.2 30.7 6.24

42 ﾡ 使 川 08.0 19.0 84.4 36.s 8.48

トドマツでは燥州を使川I た着国は無使川に比していすれも發芽率が良 

灯rであろが, 各種乾燥巾木灰お よ び盛化カ ルシツ ムが優れておつた。

次 に 含水率 は 生石灰 50% およびﾡ化カルシツム40%Wがﾡも小さく 40

9%以下であつて, 過純の管に よ り 種子の活力に悪影独をおよぼした樣である。

大に ク " ゾ ・ アカ エゾに於て は 乾煤剤の効果 は ト ドッ和認め られない 

が, 木がおよびドゾールが此使的良対と認められる。生行どは一般に就燥 

が:ﾡきに過使川に際してはﾡ子f量の 30% 以下でなければならぬ。

すなわちト ドマツでは乾燥前は必す必要とし,またその効果も著しく木灰
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お 上 び盛化 カルシツふ 20% が良好で あつた。 クロエゾ・ブカエソは*燃 

剤の効果はトドマツに比して少なく乾燥剤を多代に使川すると きは明らかに 

作川が:認められた。

大に添抑制剤と して源白粉およびﾡ化加皿を使川したル戦状ﾡはめ 18 

表の如くである。

第18表

-

摘 要 --・
番 製 w 法 元法 常 法

T 76 深 川産ト ド * ッ 海 白 tIOg+ブドゾーI5g 16.5 is 6
25.2

77 w化加川10g十アドゾール15g s.5 7.7 13.1 ゝ

78 グ 無 使 川 12S 2-2 20.5
K 28 北湖道 クロェッ 源 白 材 7g+ア rゾー〜13g so.: 42.6 94.4

30 ・ ク 源 白 ャ14g+ rゾー1g s5.1 22.0 01.0
32 グ 税化加川 7g+ドゾー ル13g s!.1 20.1 06.2
42 シ ﾡ 使 川 77.1 25.0 96.5

A 28 下デ別旅ア カェ 濃 白 例 7g+ ドゾール1:g 40.S 23.8 74.5
30 グ 浅 白 材14g +ブド ゾール1g 30.0 14.2 77.1
3: 破化加里 7g+ア rソー1:g ・.7 21.0 73.3

42 ﾡ 仙 川 Gs.0 10.0 81.4

ト ドマツではげI粉使川がやや効果があつなが,ﾡ化川は効果が:認めら ざ 

れなかつた。Lかし量元法による弦ﾡのﾡ果は汗抑剤を使川 したも 

のかいずれも会芽力が良好で活力旺盛なる事を示している.

クロェソ・ アカ エゾに於ては潦白希少荒噬に幾分効果がおる様であるが, 

その成績は格別良好ではなかつた。

W緒言

イ、編は純子心裁の條件 の内,tと して水分・ 価索 •微生物に關する條件を 

人工的に變化せ しめて旧湛沢驗 を施 i iし,そ れらの旅のﾡ化に 件な う 印r 

のfの保持の良るについて調在研究したものである。次に本試喩により 父
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(

弾 単
☆水報

iた法
た

23.1 10.:3
:0.5 7.48

G.: 13.92
50.9 G.:7
33.5 7.15
23.8 5.70
3:.0 S.55

44.: 8.41

24.5 S.2:

42.9 8.24

36.8 s.4s

たる結果 を摘記すれば次の如く である。

(1 湍度別貯栽认喩

HのH丁 を 3〜1005 のiをイす るデシケークーに2力 4川城 して 

そのけ式退 と 安ﾡボの削係 をみるに, 関係海度 3% ではi*の を求 り, 

ﾡの低下をポし, また反對忙 80% 以」••となれば多温によ り種子のf 

を清央し100%では定企にﾡﾡを失つた。北途のル戒 

当度は ト ドマッ ・ エ ゾマッ ・ブカェソ・ ゲカマッ ・ ク u 

マッ ・ クッビ等の種丁では 20～40%のlにあるものと 

処われろ。しかしてブカマッ ・ クロマッ の如く和子の 

命く ifの町座なるものはルN測にょ る地は少な 

い。

(②) 減順貯蔵試驗

各ﾡのf了を 100〜400mmのii下に 24川貯戒し 

て そのﾡ空雌と和子の汗パ持と の関係 そみるに, 各樹 

秋共に減壊下に貯蔵したものは幾分發な率が常里貯蔵の 

ものに比して良好であつて,300～400mm n力:付に効 

果があつた。

() 超短波虐理的減試验 

貯減前に超短波(波•民 6m) を 10〜120秒川照9すして9ヵ4I城し, 超ﾡ 

波照射によ る貯載林子の發芽率の魅化をみたが,ト ドマッは大休にかて照射 

根が對照展に比し,貯蔵後叢芽率が良好なる ものが多いが, カラマッはこれ 

に反 しその傾向は認められない。超短波の幼果が がに認め られないのは照 

匆時川1の短か過ぎる事によると考えられる。

(4) - ― 貯藤試驗

貯城和子を和子刑ﾡ用およびそのた業剤 (求 ・ィiべ乳 ・ ホルマ » ン . 

秘酸的液・ ウスプルン・ メルクロ ン・クン= ン液 ・ヘテロキシン液) に法 

して その効果 を調布す る と に 各種の乾燥剤お よ び種子汗 抑制剤(木灰. 

生布灰•アドブール•第化カルシウム•漂白粉•破化加里)と共に貯蔵して
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これらが發芽力保持におよぼす影響をみた。そのﾡ果によれば消州そのた

藥制通理によ りル滅能Jを延北しめるは トドマッ种 子に最も効果が期裨 

にあらわれ, 神の貴rな: クローッ・カェ ソにそのﾡ則に よ ろ効 

果が少なく,二安経過後でも無處理との弟は僅少である。ﾡ子消状剤と Lて 

外求および ス プル ンの成紙が:好であつた。

ク ン=ンおよびヘテロキッン液に淡したものは共にﾡﾡ別に止して良

な發芽率を示した。

和丁燃剤と しては木灰およびアドゾールが優れているが,生石灰および 

ﾡ化カルシツムを多 (和子J丁派_40% 以上) 使川 したものは過乾の害が淵 

められた。 抑制州を使川したものは幾分添保持に血であつたが,特 ^ 

に顯箸な効果があると超められなかつた。
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Turnout of Seed Storing Experiments for Some Trees

YwrxkAHARADAnd Toshio YANAGISAWA

This report tells turnout of our cxperiment about conditions desired for 

seed storage mainly moisture, oxygen and storage under artificial modification 

of microorganism and how thesc factors influence upon vitality of seeds.

From this experiment e can make following announcement.

(1) Seed storage in different moisture

We stored Secds in moisture between 3 and 1009% for two ycars, then 

discovered that the Sccds becaumc too droughty in moisture of 396 and it gavc 

undesirable cffcct for germination rate. On the other hand moisture of abovc 

80% also affectcd bad.The10026 moisture completely destroyed their germination.

'The best moisture for Todo-fir, Ezo-spruce. Akaezo-spruce, red pine (Pinus 

densiflora) and spruce (Picca cxcelsn) was between 20 and 409%. Germination 

of "long life seed" like pinc (both pinus densiflora and pinus thunbergii) was 

not re:arkably affected by moisture.

(2) Experiment about low pressure storage

Seeds of various kinds were stored under atmospheric pressure between 100 

and 400 m.m.for 2 years. This turned out that300-400 m.m.were good. 

Low pressure seemed to have more orless desirability.

(3) Experiment about effect of ultra-short wave upon seed storage

Prior to 3 years storage, secds wercexposcdt。 ultra-short wave (wave length 

Gm.) for 10-120 seconds. In Todo-fir the exposed part, after the storage, 

showed better germination than the non-ex posed part. In larch, however, we 

could not observe such trend. Why the effect of thc ultra-shortwave was not 

remarkable was, we considered, that thc exposure time was too short.

(4) Experiments about seed storage by chemicals

We stored seeds in disinfectants and other chemicals (solution of corrosive
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sublimate, milk of lime, formalin, copper sulphate,usupulun,merklon, tannin 

liquid andhcterouxin) to investigate their reaction, andat the samc time stored 

them with various desiccatives and antigcrmination chemicals (woodasl, lime- 

stone, adsol, calcium chloride, chloride of lime and potassium sulphide) to 

know their effects for maintaining germination. 'Thc reSllt told that storagc 

capability ofTodo-fir was most remarkally extended by mcans of disinfectant 

and other chemical treatment while Kuromatsu(Pinus densiflora) and Aka- 

matsu(Pinus thunbergii)whiclhad good maintenance of vitality were scarcely 

affected by above treatment. As a matter offactwecouldhardly tell the 

difference between the treated one and non-treatcd onc cven after two-summer 

storagc. As a seed disinfectant, corrosive sublimate and uspulunwere excellent.

The seed soaked in tannin and heterouxin solutions showed better 

germination than the non-treated one.

As"ced desiccatives wood ash and adsol were cxcellent. However the sccd 

dried by limc-stonc and calsium chloride (more than i0% of secdweight) WaS 

too droughty. The seed stored with anti-germination showed a little effect 

in maintenance of its own vitality but wecouldhardly observe an exceedingly 

good turnout in it.

北方産樹種の種子長期貯藏法 につへて

A Long-time Storage of Tree-seed in Northern Japan

研究交労 原 田 、 ボ

良林払 柳 澤 聰 雄

YvrKA HARADA and Tosut。 YANAGISAWA

A
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I 緖 言

北方林業樹種は トドマッ ・エソマツリは ラ マッに於ても種子のﾡ資は 

二, :年問IMに最を坐L, かつ新1Ciの回務がﾡる人きく, Lかも部f 

の“'.；命は概して短いのである。ゆえに純 fの貯救は逃林求の勝識と共に往 

々 その必性が:認められている。しかしてﾡ社の種 f戦のﾡ究は枚撃にい 

と まがない程であるが,ﾡ局林木種子を適度の戦ﾡ状態におく と共に可及的
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に低恒ﾡに保つこと を種子ルﾡの災締とせられろ。しかし實際の問也と して 

これらの條件を滿足せしめ,しかも經済的に貯蔵しうる方法が必要であって, 

われわれは これらの事情に鑑み,北方に於け る種子ルﾡ法のだ版を同 さし, 

M和 134ド以米秋験研究を逃めるとに, その1川化を計りつつあつたが, 

Cに一部は益報"およびダ に速報した様に,北方地域の天恵たる雪氷を 

利川して新貯数法を楽し, ここ にー•應成功 を見たので,そのル績を取り 

まとめ,大方の御批制を仰ぐことにした。

I 長期貯蔵の方法

疑期貯藏法については旣に一部後领のならびに:要期3>忆報歩したが次に師 

mLc その狀況を述べる と次の如く であ ろ。

1.貯裁箇所
木貯戦法はﾡ水利川のJS期iji内にル戦ナ る を M川 とするが, ル戦川 を 

行しないか攻は戦ﾡ子少派な場合は簡場法と して"内にけ戦しても同的 

を途し う る。次にお戯師の構造ならびに性能について述べる と次の如く であ 

る。

•長期貯藏Mi ..............................

本ル越ルはﾡ子の搬川入に 他利で, なるべく 北斜而樹修の地 を選んで建築 

する を 要する。しかしてバ以は行4 3 月 giに戦Mi内の雪卜氷に然氷あ 

るいはﾡみ同めた卜でﾡし, 屋根下1 八 5 すに な ろまでが上け,上:部を木刷 

で呼さ 1 以上におおい, 多期川C戦室内に種子を搬入して夏を料地せ! 

めるのである。貯成水のM解にい蔵つた木ルルに4裂を生じ, これをそ 

の他放置ナ る時は融解が:促過 されるので, c れ を時 々 木用でめねばな ら な 

い。

次 c a15 4ド秋,' 淡イe料地に け た よ期げWiの州巡 は 外 增煉瓦 

-iに して, 外地ド部は5 さ J 尺コンクリート造 り と し,ゴ:※は」: り 水 

平に地均し割栗イ i を人れ充分忆搗ぎ固めコンク リ - ・打と し,央iに術3, 

深2の道路を設けた。 主た内』は3寸5分柱を使川しルiは落ﾡと して

5さ4八の位に休板を張り, ﾡと板壁との中lに1尺5寸の盛川を逃り 

銀股 を 充城した。入ロは内外二派のM戸を取付け空氣の光通を避け, 屋模は 

や品供と して取外し门山 とした。外部は前面iを除さ屋拠の下造砂を以て 

型設し, 前而は約 3 間の隧道を造り 土盛をなした。その総は9(3I 

* 3l川) c して工は時2,040W, 諾 り 226 W o7 使である。

次に比山淡貯湖Hの極子收容力は 10Lのlinﾡを川いたﾡ微識を使川すれ 

ば 2,600L, 大 3,G50L(通路も使川)の種子, ナなわち トドマツでは 1,010 

iL, 大 1,00延fの種: rを貯戦しえられる。

貯藏費と して』氷植込人火賃および木層代と して初年度の昭和 16 4には 

420 Wを災したが, 次年度は前年度の木的ならびに錢氷を利用 して 320 Wに 

紙減した。ゆえに連年滿度に貯蔵した埸合ト ドツ延諾Wは 22後和関 

となる。

木町藏阳内の温度は白記地中然盛計の整部を宅內中央部に鑼いて貯藏視內 

のP温度を川外からﾡﾡ測し,たﾡ川外に百楽ﾡiを設 して自記温度計 

によ リ外須温を測定した。 その旧和16」から同17年3月に至る 1 力年 

間の観測の結果を示せば第 1炎の如く,内温/ 

は5℃以上に上界せず%た離夜の氣温の校塞が全 

然認められない。しかして氷によろ冷却能の 

低道は -2.3c といはれているが,しか I 賞内 

上右度以下に冷却する ことは困趾 •で、件通は +3C 

乃至 +ずC 程度に 冷やす こ と がHI米 ラ れ ば上成績 

である といわれているから,ﾡ卜氷を利川I た木

減ハ内の温度については小分な く 充分低温貯戯 

の日的を過し父られる。

しかしてル以M内の当水の融コト状態はP卜初期 

の 11 初iに於て雪氷空小央に高さS八, ﾡさ 

5山ラ内外の氷挑を茂した。

な お貯城内温度 を 從來理想的な 貯藏 ヵ所とし

第 1 表

川』 JT均4退
耐画(内A 死

1 1.0| - 6.6
2 1.0 - 1.5
3 0.9 o4
4 - 0.6 6.8
5 1.0 11.0
6 15 18.1
7 3.5 i 24.4
S 4s j 24.1
9 -1.8 19.9

10 4s 13.3
11 4.4 2.S
12 2.6 i -4.5
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て利川 せ ら れて米たﾡ穴 と 比核すれば, 秋な林ル白i滑替朴番部内に ある 

走風穴貯蔵師は(••年平均氣沮 2.5'C, 高6ぷC, 最低-2.Cで, ﾡは風

の常と して 1 力年を通じ M に 100% であ り ・ また久ﾡﾡ朴裕部内新湯道泉 

附近お士び松木ﾡ林※部内許検部流に所住ナるﾡべは共にﾡ低 -5C よ り 

尚12Cに至る氣油を示しており, これら呉利川貯城に比してもまた狩 

林1町氏"® が種子地下ﾡﾡと して發表せられたものに比してもいすれも木 

ﾡ蔵は筑沼低くかつ筑温牧が:ﾡる小さいこと を特徴と し研子ﾡﾡ保持 

に 好影弱 をあたえろものと認められろ。

大に 木け数M内のﾡ性についてみれば風穴と様に常に他ﾡしていろが, 

これは貯藏客器の密封に よ り 容易にクト界の條件を遮断 しうる。ゆえに本貯減 

Mは種子致ずを期に1t り 保存 する心火イ i カ囚 fである温度ﾡ作にぬて, 

四季を通 じ低恒温たる と と が保設せられ完全に長期貯裁の II的に消い う ろ。

種子貯蔵用雪塚

長期貯政法の簡易法 と して塚を版 して その 中 に所藏す るのであ ろが, 

4Pは融"迎さ:北商il渋の#地内で, 3tのゆFしなtwやや小5い力所を選 

び, ナ10mW方ﾡ金部を除さ地上20cm内卜のIさに木ルを敷さ, その 

周用の雪を 摩 さ 20～〜30cm に入れ空隙なぎ株よ 、 人夫を以て踏み固め,同様 

な操作を繰返して底部 8m 叫/, 高さ M 以上の雪塚を造る。その際像め 

部に縦了•貯減綱 を埋設する。その当おの炎商iを針州を以つてルさ 30cm 以上 

に掛け,その上を延を以つて蔽う。

略込み時川は融:例期に施行するがよ く ・ 赤塚造成迄の人夫と しては 10 

人内外を要する。

なお貯湖市「是に應 じ中の人 さ を加滅するが一 •変 を経過する ために は 

小供 こ の税の 人 さ の1P® を必災とする。

2. 貯義客器

・般に低油なる系的なバ城力所は納に逃が:(く,適諾なる靴ﾡをW 

しﾡいので, 地卒器は 芝全にﾡ封する必災があろ。

本貯減法に よ る城力所も前述したるが:如 く 多沿であつて,城ﾡは特

A
に新iだ全なるものでなけ北ば州減をなしえない。

ま た所要のお威! 叫出 を 縦過 しけ城所よ り 織I川改搬ト クト氣の寒暖の X を 可 

に受け な いi内熱製出 を 行って,閉蔵粒内の 淨 慢の激難 を避け,ル城後

所にる川のﾡ「のﾡ券J下の原を除くべさである。以上の條件に適 

合するために木ル救法ではﾡﾡ定全で, 繰 L 永久に他川に耐え る兼川 

器と して町了製のMnﾡまたは細口ﾡを使川することにし, なお防熱装那と 

してこれらのル桜舗を,ッ ン ドラ乾燥粉衣およびツ ン ドラ板を使用した鐡力 

製或は克鉛リ谶松製の貯狀縦中に納めた。

しかして木甘栽注では以上の如ぎ性閏’完全な防熱必戯練を使川するを原則 

とするが貯曲岬付近の風塚の播師川 と して使川し, 逆町・規に搬をﾡしない 

地イ介は以脱た る Manﾡのま ま pL な い木製の 外 でﾡつて 僕川しうる。 

次に防熱甘献讎の構造ならびに件推について述ぶれば次の如くである。その 

ﾡ述は然政は此然ﾡ製のWt状のﾡで.」.業を行し,内部の情ﾡの※県 

に上 りの二:和に幽別リナる。すなわち 1 製郷は :Rﾡと して内柴ど外ﾡのM 

にッン ドラ*球粉米または木刑を以てﾡ場し,中央市にMnﾡまたは細口ﾡ 

を入れ, その上部をツンドラ粉末あるいは木肘で滿I , これに然製の枚 

を以てI付をして怖封し, 内ﾡにッン ドラ根を抑入したﾡ製上に紙をた 

し,上蓋と 外壁の間を出エア - ブで水濕の浸入せざる採密用 した。

2製刷は 1 ﾡ』を前席にしたもので二:爪織とせナ姉のhにMn搬または 

細口加をおきそのWをッ ン ドラ粉求または木刑でﾡﾡして, 1 ﾡ型と同様 

に内にッ ン ドラ板を押入した上蓋を行い,m エデ ープでその問阳を密附け 

る。

貯賊瓶 として使川する MtH脱また は細n ﾡは 共栓に ッ 七 リン を塗布 した る 

後パラン イ ンで怖して使川する。 本ﾡ航の能は代米多 く の貯城様にみ 

らるる が:如 く ,Wに 然 Jま た は 亜鉛リ I鐵 似製 を 川 いて 半【リ 付•のみで密閉す る 

場合は, 初特間が定企に行われてもﾡ隊ﾡ道搬中に不定金に版る ことが:多 

く ・ また長年連績 して使川する時は知らナ知らﾡの川に小ﾡが川米ﾡ過の悠 

險の度を増すが,Mt口瓶たは細口ﾡをバラフ イ ンで特閉する場合はﾡ封が:

-50- —51—



金に保なれ,1度認する場イもイ川川付と な り 新易に新し う る。

大に貯政離内の ツ ン ドラ粉ポは 木心の熱他毋率は和當小さ く, 外然の 

暖の龙を緩印するのにイJ•効であって,貯武織の性能試驗によれば貯範様の較 

差を1とすれば課出細口瓶は2.1信, 外氣温は 2.86 倍に該當 し,貯ﾡﾡ内温 

度の較差は裸出細ロ瓶內外および外気温に比 して極めて値少てあつて, 外気 

溫の急激な上昇および下降を綏和し,貯ﾡ種子の我芽力保持に有効てある と 

認められる。

3.貯表操作

貯戦川部子は派力証な他全和子を戦選して,貯数開始でﾡ分氣伏館 

を 保たしめる。水分吸新州 と して従來の研究'マクド>なら びに な場が験に よ 

れば,ドッール (ﾡ性白) は林木砲「貯蔵に般も/効なり と認められる 

を以て, これを貯政純子ネ」kgc到し 100 g の劇合に施川するこ と とする。

なお活力抑制用と して成化加!"®,の の効果が認められてお り, 本剤を種 

子fの 10% を併用する も可である。 .

貯菽版の密断に際して ロ部に萬遍なく ワゼリンを資布してﾡをなし, その 

上やや取質のパラフ イ ンを使川して希明すれば,貯数中範梨を生じたり就ﾡ 

したりすることはない。 しかして2,3月 頃i造に 諾封すを 版 し・ 戦iの雪卜 

氷のふみ込が終了すれば直ちに 貯栽力所に格納す るものとする。

4.貯藏種子の取扱

貯蔵:純子は貯菽力所 よ り 取出し播印に至る間の取扱の共否に よ つて神 し く 

苗畑發芽率ならびに 得司•率に影響を受け る ものである。しかして本貯蔵法に 

かては防熱数置のﾡ脚補を使川し,貯媒後ﾡな"に低温なろルWルよ り混吸 

な外条にの さ れ,貯蔵緇内の温度が急昇 して貯験純了 に 悪影響 をお よ ナ こ 

と を極力避けているのである。本貯蔵法によ る貯藏極子は原則と して秋掘を 

避け,多の外条温がルけ媒M内温度より低下ナる 12 月以降に取出して,貯 

政和子は姿ﾡ促逃資退" ,c,と して,特に効果が認められてい るﾡ情週戦 

渋法に よ る低温虐ﾡを行つた後播すべ きである。

しかしてﾡ戦種子をその他が播する時はﾡ常高5率の試数ﾡザ率を行してい
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ろにかかわらす,特に張の延あるいは不揃によ り,稚は播ﾡ常4に於 

て 捽 I く竞3 不良で 各種の被害 を 栄り ・代ポが:低下L て 不測の尖を米 

する ものであろ。

また秩掘に よ ろ場合は科政に至る川ﾡの地温の影冊を受交け, この開 

に發芽力が消失せられる こ と も 多い。ゆ义に北方地域で容易に實行出來う る 

雪中理. 般法を行い,け減種了の委ザおよび代ボの向上を期すナべせで 

ある。

なお不項に閉する賞駄敷価は別途災炎の見込である。

以上述べたろ期庁W法を示すればの如く であ る。

北方林米樹Hの期貯法

氣乾状態に过 した 一防熱数XA特」 -一雪水利川具期時WW抑入-
応選活力旺盛な灯ー ブドプールH fの109%iボ加 一
蔵修子 一ﾡtロI派封(巡ﾡに逃搬の災- l-H了•貯藏川理塚理般(旅一
" な をw介)(沛昜法) 以法)

力1 木 に対す 3月 木とに 貯減完 丁

2―霆職に總然檻一—

盼蔵冰 内木府手入 12川以降 "6ol以上 4』下仙または5月上仙

貯ﾡ試験成績

1・試験方法

長期川貯ﾡ法はM和 15 4秋よ り, その簡場法た る雪ほに よ る 力法はW和 13 

年秋よ りけ城験を開始した。

次 に 城い数 方法 を述べれ ば次の 如く で ある。

長期貯薩法

iI 淡長期和子i と 札幌所作物置に ﾡWせ る種予につまその 政球保 

扌 $の比桜な らびに 防熱時城端によ る貯城成ﾡを知ら んがた め大の如 さ 試験 を 

行つた。

供種了 トドマッ昭和 15 年秋•探集,定山溪潅純最率 94%, 賞f14.7630g

合水来12.21%,法獲ﾡ率42.9%,常法資正ﾡﾡ率40.0%, 還
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元法ﾡ場率 25.1%, 還元法真正發芽率 38.6%。

九所 i川検期和了数ルお,よび札幌施合物ui。

貯数器 1 2現』崎般崎, 1我叫数諾に細n脱を使川せさろ もの, 

細n版布。

貯蔵年限 6カ4分。

貯限方法 貯戦和子は清せナ布ﾡ以外はいナれも術燃用と してドソー 

ルをﾡ子派iの 10% を使川する。

貯識月H W和I16 年 3 月 28～29 n裕封け殺し, N 31 I夫々ル淡所 

に搬入する。

以.上の設計 を以て賞行したﾡ救塊の一電よは第 2 炎の如く である。

簡 め 法 (片塚に よる貯蔽法)

木法は飛に彼した袋従1ﾡ"にが紫方法ならびに第 1回以不結過後のﾡ 

戰成紙について•詳細發衣したが, そのﾡを設切すれば大の如くである。

供 試 和 子

トドマッ MA1134秋探4,i淡, 純ボ06.7%,賞t「12.0500g, 

合水率 15.51%,常法張媒ボ 55.9%,常法託7:残 87.02%。

クロェソ M和1134秋杯,旭川流, 純ポ01.9%,1fR2.1850g, 含 

水率9.40%%, 締法袋媒率74.8%,常『1:変明事州100.0%.

アカェッ W和1134秋探場, 下別商, 純果率 79.0%, 實 は 2.8G77g, 

合水率10.91%,常法務ず4本47.6%,法I1正:弦ザ率100.0%。

跡ヵ所 定山溪極了•貯敝章塚 (2力4作川当P%, 34:Hイei山淡期和子 

減iに搬入)苫小牧地下ルi, 飾帝宅林野局府令地下室, 

帝室林野•局札幌堆方局盛舍物置。

貯新器 和子を 500c.e または1 ,o00ce のMtn ﾡにﾡ封 し, これを30cm W 

の然製ﾡ諾中に パッキングと につめ, そのロを 4川係 

を以て封じた。

貯蔵年限 3力年分。

減方注貯城種子は消を行わす, 乾燥と して木灰和丁税の2倍述

およびアドソールを樋「J述の60% を使川した。その他乾燃 

闸を使川せざるものも比校のため貯蔵した。

総月I MA1114 2 月上旬に密対して夫人心蔵カ所に旅入した。ただ 

しえ山漢 •雪塚お激の分に対 しては 4 月 24n似当設力所よ り押 

取し雪塚中に貯減した。

第2表

町成縮 座 容 2 禰子 貯 座
貯力所 -------------- 貯減ﾡ

番 跳 型 ﾡ 11 ﾡ 防熱村料 T.拡 " 代

L 1 1 製 1 oL ツ ンドラ粉末 定 III 深 記oo。 1 10.3 1〜2
ス 4.000 10.3 3〜4

S 1 グ 51.(E川せナ 3.000 7.S 1〜2
" : ク 5 L 1.500 , 3.9 1〜2
" 3 グ ク 1.500 1 3.9 3～4
" 4 グ 5tﾡ使川せず グ 3.000 ! 7.8 3～4
" 5 5 L 1.500 3.9 5〜6
" 6 ク グ 札 幌 1.500 3.9 1〜9
" 7 グ ク グ ク 1.500 39 3～4
" 8 5Iﾡ(川せず ク 定 I 海 3.000 7.8 5〜6
" 9 5 L 1.500 : 3.9 1〜3
" 10 り グ 札 幌 1.500 3.9 1〜2
" 11 2 映 ッ ン ドッあボ 定 III 漢 1.500 3.0 1～2
" 12 グ グ り 1.500 3o 3〜4

@ "13 り 1.500 3.9 5〜6
" 14 グ 札 拠 1.500 3.9 1〜2
" 15 グ ク 祝 グ 1.500 3.9 3〜4
F 16 〃 ・ 定 III 函 1.500 3.9 1〜2
" 17 り ・ グ 1.500 .3.9 3〜4
" 18 り グ ・ グ 1.500 3.9 5〜6
" 19 札 幌 1.500 :.9 1〜2
N 20 布袋 — - 定 川 0.500 1.3 I
" 21 — — 札 幌 0.500 1.: 1

2.發芽試験に於ける成績

期和Jル政法はめ 3 回比李經過迄の必 救検「につき当によ る簡場法は 

: 力年分の極子に封し, 後のﾡ射決ﾡな らびに合水中を調在したﾡ県は
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次の如くであろ。

長期貯薩法

後術年 9 月下仰主たは10月上イにﾡ戦所上 り種子を川し, 袋 オ:

, 合水料を調布し, その残部をﾡに播種した。1攻経過後に"封した

成卒器は所種了を Rし茂部 を最初 と 同様に w 划 してび筋戦 し,2夏 

経組後その種了を全部使川 した。3攻都ﾡ部子は 1 安經過の場合と同様貯藏 

ﾡ中ょ り一部資料 を取出して残荒は密封貯蔵 した。4の誠種子の 25°C 

の恒溫器で施行 した常法發芽試験お よ びi心濃によ る 發芽,隣の結果は第 3 

表の如くである。

そのﾡ果よ り 考•察すれば

(1) 川時減法に よ る価消ﾡと 札幌に於け る常ﾡけ滅を較ナれば (防 
・-  ニ

熱心然綱使川の分のみ)第 4 炎の如く ・ 貯蔵期間が長 くなると 共に低温けﾡ 

は銘沏び臓に比して發就Mの為典は大 さく, 3年日には途に 31.1% の益があ 

り 常温バﾡはほ とんど弦を消央すナるに至る。

また低温町戒の地合はルﾡiけのﾡ球者に此して,1, 24回は 88%, 34 

口は77るなるにし, 札幌府隊は 1, 2 年目に 50 〜 60% 內外,34日には 

ななに ザ を央つて 195 ie な る。

すなわち低温け減は 3 夏経過後に於ても30%以上の弦ﾡ率を行しﾡ分賞

第3 長期貯蔵法に 依 る 貯蔵他 子改芽献験結 泉
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野ﾡ

番 菱
ﾡ 姿

力 所

常 法発 ず 率 % 常 法 i 正:

0 又 1 又 2 又 0" 1 夏

L 1 1 3x4 10L巡 定山 42.9 3S.:2 35.7 - 4i.0 36s
" 2 り 42.9 — — 3:3.. 46.0 -

S 1 Ia和5Li使川せず り 42.0 35.9 40.0 45.0 :30.:
" 2 1 製盤 5L 瀬 42.0 40.7 4:.9 16.0 40.4
グ 3 グ 4.9 — — 3l.0 46.0 -

4 1皴ね5L瓶使川せず グ 42.9 — — :33.0 46.0 —

" G 1 製a 5L ﾡ 札 僕 4.0 27.9 26.5 — 46.0 2S.7
" 7 グ り 42.0 - — 1.7 46.0 —
. 9 定山松 42.9 35.7 37.3 ・ 46.0 -10.6
" 10 グ 札 幌 42.0 :S.1 :う.6 一 16.0 20.7
" 11 2 映 5L ﾡ 定山 43.9 :S.9 33.0 — 46.0 41.7
グ 12 グ 42.9 - — 34.6 46.0 —-
・ 14 り 札 幌 42.0 32.4 20.4 - 46.0 39.2
" 15 グ 42.9 — — 2.5 46.0 —

F 16 細口ﾡ bL 瀬 i山深 42.9 15.3 :9.6 ・・ 46.0 47.7
" 17 グ 42.9 ・ — :0.5 46.0 ・...

" 19 札 幌 42.9 27.6 13.1 — 40.0 30.9
N 20 布 袋 定山深 42.9 ・-・ 46.0 —

" 21 札 幌 42.9 25.2 — 46.0 26.3
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發ケ •• A 24 還 元法我ず料 2% 還元法武正県邦率 2%

1 3x 0 s ! 2x 3 又 0 x 1 2 夏 3

33s — 45.S 39.1 27.2 ... 5S.3 55.5 35.S
一 36.1 •15 8 • 一 一 :2.0 5S.3 — — 2S.4

:6.. — 15.Ss 36.6 30.9 - 5S.3 540 40S —
30.0 — 45.S :4.: 2.5 - - 5S.3 51.5 3:.S —
- 340 5S — — . 27.1 5S.3 — 一 :7.1
— 37.6 5s — 25.9 5S.3 — — い. ・}・・・・

2..3 ・ 45.s 23.0 27.5 ... 5S.3 35.0 3l.3 .—

— 凶 45.S — 1.5 5S.3 ・ ・ 3.7

2..3 45.8 255 21.3 5S.3 35.0 29.8
19.8 — 45.S 31.1 22.0 - 5S.3 42.S 26.0
28.8 15.S 20.1 on ・ ・ 5S.3 39.5 30.5

— 365 45.S ・.. 27.2 5S.3 — — 35.5
1G.5 45s :0.6 21.2 一 5S.3 45.0 27.0 —

— 当 15.S — ・. 3.s 5S.お — — G.2
35.1 45.S 2s.9 24.4 1 — 5S.: 41.6 3S.2 —
・- 45.S — - 19.6 55.: — — 98.9

10.4 — 45.S :6.S :1.9 ; — 5S.:; 40.4 :5.4 —
— — 15.s 2G.s — — 5s.: 4s.9 — —
— — 45.S 27.2 二 5S.3 35.3 — —



用に供しうる。 第 4 表 第5表

次に防熱貯蔵施を便用せす細 

口瓶を使川 した埸合は益々 その 

貯隊通度に よ るﾡ球率のが: 

#しく,常ﾡ町滅の分は1夏統

過後で貯蔵前の袋芽率の 64.4%%, 

2夏経ﾡ後に於て30.5% である 

c反し, 低通府以は9政目でも

貯蔵曲袋芽率の 85.1%の役率 

を行 してお り , 貯温びのな県

高 法 ; 芬 中 22

0 当 1 g 2 ﾡ 3 x

定 i ﾡ (A) 42.9 37.9 37.S 33.2

札 俊 (B) 49.9 20.5 24.2 2.1

釜 0 S.4 13.6 31.1
A-B/A*100 22.2 36.0 03.7

m教前の銀? ずポを :100 と 1 た比ポ
1 1

定 i 函 100.0 88.3 j 88.1 77.4

札 縦 100.0 GS.8 1 56.4 4.0

間に砕明 崎 ﾡ m減力所 G 水 率 22
I g 1 2 g 3 函

L.I L2 1 M 咄 10L. 秋 12.9 11.5 10.4 10.0
S1S4 iax5Lﾡ使川せナ I.: 10.2 10.5 9.5
S:S: 1 映X1 nL ! " 12.2 10.0 10.9 11.1
S6S7 札 幌 ; 12. 11.3 109 10.S

S 9 定 III 法 12.2 10.1 11.3 —
S10 札 幌 12: 10.5 10.4 ・

Sil S12 2 Dt*! 5Lﾡ i III 漢 13.: 11.2 10.6 10.4
S14 S16 札 総 12.: 10.5 9.9 9.6
F16 FI7 細11 瓶 5Lﾡ 定 111 渓 1ユ.: 1o5 10.3 10.3

F19 札 幌 12.2 10.5■ ♦ 10.7 —

に よ ろ数率の良否力裸川t口ﾡを使川 しな場合に特にﾡに炎われている。

() 貯数年器の相県によるﾡ媒の県は, 低温求の場合は防熱町減織 

と裸山細口ﾡとのﾡ県はほ とんど認め られない。これは貯藏力所から極 广 収 

出後直ちに發り%峨を施行したためと思われ,貯蔵後長時間運搬する必要あ 

る 場合に は 勿論弦率にﾡ県を生するものであると認め られる。

常温貯城の場合は低温の時と興な り 1 以継ﾡ後は防熱け以識を使川せる も 

のも然らさるものも 黄芽率の差が少いが,2 以ﾡ過後では神 し※県 を生じ, 

防熱府戒様使川の分が致球率 25% 内外なるに比徴して, 神山細口1版供川の 

分は13.1% であつた。

に 布袋で長期貯蔵川 i に貯蔵 した るものは, 貯蔵中 側芽 して幼根 を仲長せ

しめな。

すなわち炎期城川内では定をなﾡ封けWの必媒がめ られる。なお各ﾡ 

の防熱貯蔵縱に貯蔵 した成績は,1製』, 2 脱阻お よ び 1 ﾡ卿の細n Mを使 

用せざる ものおよ び防熱材料と してッ ン ド ラ粉求あるいは木刑を使川 した場 

合, いずれ も 登芽率に差異は認め られなかつた。

野成種子の命水率を*むれば第5 炎の如く , 城年供と 共に次第に含水率 

を波才るが,ﾡﾡ力所ならびに竹W器に よる迷県はﾡ少であろ。
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以上の成績によれば,長期貯蔵法による場合は從來試驗的あるいは事業的 

に貯蔵した成績に頭る優り,安をにまた確責に貯液前に近い發芽率を3力年 

以上保持せしめうることが明白となつたのてある。

防易貯藏法

簡場町以によ る 1 変經過後の貯藏上子の気芽:率は口に浅離 1 ﾡ"にﾡ炎 

済で, 2,3 裏細ﾡ後のﾡﾡ試を施行したﾡ県は第 0, 7, s 表の如く である。
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第 6 ﾡ 卜 ド マツ

常i止 運 元 法 運注 正
m番挑 貯蔵ヵ所 納 要 ﾡ 芽 率

: 3以
愛 狂 率 
2以I3以

発芽率
2 以I3 以

發 発 
当

E 率
3 2

T 2. :3 定 I 決 木 灰 554 56o s 
69.7 05.2 57:o 49 00:7 47

" 14.15 a " m 蔵 ドゾール 57.4 D7.6 c.s 65.9 54.8 44.6 56.7 60.0
"26.27 ﾡ 乾 燥 州 41.4 43.5 54.9 47.6 50.0 40.S 05.8 45.5
"5.6 苫小イ地下 木 関 40.3 45.7 59.1 527 4.6 40.4 4s.1 46.0
" 17.1S 貯 殿 庫 ア ドゾール 47.1 42.6 59.3 53.0 47.5 40.4 51.8 45.6
" 29.30 ﾡ 乾燥 剤 47.0 44.5 57.3 40.1 40.5 35.3 46.5 39.7
" 8.9 札幌賞命 木 灰 46.5 44.5 53.1 49.1 42.1 37.9 52.7 43s
" 20.21 追下貯 ア ドゾール 49.2 40.1 b5.S 46.0 39.s 31.0 4s.2 45.0
" 32.33 無 統ﾡ州 37.7 :0.4 42.3 40.1 31.5 .33.4 35.7 37.3
" 11.12 札幌別倍命 木 灰 31.2 2.1 39.s 29.9 30.0 34.1 41.6 39.7
" 23.24 4 m: ア ドゾール 334 29.1 36.4 30.5 37.8 349 39.8 38.9
" 35.36 ﾡ 乾 燥 削 31.4 24.6 37.1 25.6 2S.2 248 82.3 29S



第7表 クロ千ゾ

時香災 貯蔵カ所
常 法 
役 芽 率

常i.に.
發客単 ﾡ # H 登 芽 中 

:以:以2 シ 3 以 2 ツ ジ以 ジ シと

K2.: 定 I 深 ア ドゾール
% 

78.5
; 

0:;.G 0:.2 :a6.6 :0.1 45.5 40.-
"5.G 尚 小 牧 75.6 G2.4 00.6 8:4 2 2:.1 :..5 ジ.1
"s.9 札縦消ば命 グ 70.6 72.4 91.6 S5.0 2S.4 ・}・} 1・メ・ア・ 1 :0.0
" 11.12 札製"座合 〃 60.2 57.S 80.9 79.6 22 G :0.: 26.2 2.2

第 8 表 プ 力 工 バ

m香賀 聆載カ所 抜
S 法 

弦 芽 率
2 gバI 以

常 選 テ
ﾡ 求 ﾡ 2

2以:以 以 2

E 法
F 単 
:以

運正 
熒芽率 
2 以I り

A2.3 定 u 深 rッ ー ル 45s
"の 

4:.9 06:7 86.7
が

22.8
e 

:1.1 4S'6 4i4
"5.G 苫 小 牧 43.G 42.4 SG.:; S:.4 22.4 1S.: 47.3 41.1
"S.9 札#当出命 46.0 43.0 75.7 G5.4 20.0 19.: 40.1 39.9
" 11.12 札幌収座合 45.3 40.1 77.5 64.5 1:.7 12.2 31.2 32.:

ナ ト ドマツの成紙をみるに川所別にボすれば9の如くである。

定 I 決 52.8
古 小 牧 46.8
札似略命 44.5
札拠ﾡ略合 31.7

| 常 
貯蔵力所 愛ず 

________2以

第9表

法 常 法 . 正 運 ﾡ 泥 i 還う光
率 % 空 劣: 率 2% 率 26 3 分 率 2%
3 函 2 区 3ど 2 ど ど 2 座 : 区

52.4 63.6 59.0 53.9 49.s G1.1 4S.::
44.3 5S.5 51.0 43.5 :S.7 4s.s 4:.s
38.3 50.1 454 37.S 34.1 45.9 42.0
25.G 37.8 28.7 34.6 31.3 37.9 3G.1

また川ﾡ低渦庁戦種了の微を 100 と して各貯莪力所の好激林子の發 

ﾡ率の比六を算川ナれば第 10 炎の通 りである。

第10表

m桜所 1 常 法
發芳率%

た い 正
爽 な 率 %

運元
發芽

渋 i 1:
全 2%

3 :
狂 芽 卒 %

-22 3 数 2 当 -3 以 2 以 2 ど 3_ 以

首 小 牧 88.0 84.5 020 SG.G s0.7 90.4 79.9 90.7

札製消略合 643 73.1 788 7G.2 70.1 70.7 75.1 87.0
札幌ﾡば合 G0.0 4S.9 50.4 4s.2 04.2 73.1 62.0 74.7
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すなわち 1以紀過後にはほとんどﾡ力所による任分を認め難いが, 2以 

經過後に於ては常沮貯藏純「が大術に孫媒 を消 失する に至り,3 4バ戦後 

になれば札軽練舍貯藏は定田渓低温貯藏に比して發芽率は約半減する。

L か! てが小地下減と 札幌地方地 ドホ および物心を比校すれば, 

いナれ も 消度の快ﾡの少ない紙i温の力所にﾡせられたもの科獲ﾡ償持が 

良好である。3 就經過後の常温 心職で も ﾡ米の貯城伏験料",) が示ナ様 

にほ とん ど發芽力 を消失 しなくて 255以.の我ﾡを行しておつた。

その原と して木ル戦和丁はW和 1 年の大毁作時に採集 した純 了•を厳選

戦した も ので,初から派川雌で安球ギがﾡ1る良灯な種了であつた こ と 

と貯載容縦が二朮となつておつたためとおえられる。またﾡﾡ了の1瓶中 

の力;:が發芽力保持に影饗すると も おえられ,このことについては同下取調べ 

中である。屹燥渊別にみれば,木灰およびアドゾール使用の分は乾燥剤を使 

川しないものにく ら べ県芽率保持が 良 好である。木次とドソールとの稲子 

乾燥劑と しての効果はは とんどな県はめ られないが,木灰はア ド ソールに 

比しけ戦師 f一.定に討し多必災とするを以て, 一定け成卒器に登するル 

i和子量が少 くなるため ドソール を適當 とする。

にト ドマツ にくらべて貯蔵の容易な クロェジ・ブカェ ソ種子は貯ﾡ温座 

によ る發芽軍の差異は此較的少いが, トドマッと 同様に定山淡紙混貯滅の分 

がも酬よく, 札幌現路合物山においた分がも孫ﾡ保持が地く, I後

求では3 4F定山淡にﾡ識したものはほとんど 100% に近い張ﾡを保行 

しておるにし, 常温戦のものはその8割前後に該ばする。

木ﾡ験のけ救和工の合水市はW球ﾡを使川せさろものが 122% 内外, 他は 

8～9 %であって貯蔵後異常な含水率を示すものはなかった。

すなわち以」•.の成績によつてみれば簡易法に よ る種『貯蔵法は長間聆蔵法 

と 同様な効果 を期待しえ られ, 長期け媒述の代行の 方法と I て貯蔵林子の小 

ﾡの場合にﾡく利川しえ られろのであろ。

3.苗畑の成績

毎秋九所上 り 取出した貯蔵純子の一•部は播林を行つて,そのﾡﾡ
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沖お よ び得率 あろいは 生状態 を調して, その貯蔵法 を 異に す ろ 城種 

子あるいは新ﾡ部子と比較研し,の安ﾡならびに生にﾡ県の行ﾡに 

つき調 した。その成を収純めれば大の通りである。

发 期 ル 滅 法

炎期ル法に上り 1 友經歯後の貯藏極子の播純した成績は第 11の如く

である。

第11表 以上の成績をみれば曲畑优

貯蔵 
番み 野力所 m 般 納 7 畑 

投担
14秋
得茴率

場科は弦媒ﾡﾡ県と県なり, 

がしく定I川紙測け救と札税o" 3i8oL 1 定山渓貯蔵: 10L貯減ﾡ :7.07
s I 5L け減ﾡ 41.08 :S.01 常温貯蔵との間に聞きを方し

" 2 グ グ 40.34 40.02 同 じ 防熱製超 5L ル数織を使

グ 9 グ 34.30 :4.24 川したのに, 常温貯減に於け
"11
H17

り
グ 6L ﾡ口

o。 1 o*"** 夕 *
20.55

19.41
10.15

る苗畑發芽率が平均H•8%に

N20 グ 布袋 入 1.19 1.04 對 し低温好議に於ては 34.5%

S 0 札製物m 6L 貯蔵緡 9.83 G.79 てあつて, したがつて1年生
ヶ10 ク 〃 17.00 15.89

苗木の得苗率に於て,常過貯
"14 グ グ 8.48 5.23
H19 グ 5L 細口ﾡ 8.72 8.17 藏は 10% 以下なるに對 し低

N21 補 ﾡ 入 10.S1 7.17 過貯ﾡは 30% 以上の得苗率

を有する。

すなわち低源町災の場合は常iﾡげ救に比してﾡ了のfが*しくI旋なる 

を認め しめ,,状験發芽率の曲以上に密畑發: 井率に開 さがで き る。

また同様に長期以内で隊した も ので も 5L 細nﾡに茂した ものl 

防熱貯減縦便川のものに比して祐畑發号率および得花率が理い。これは貯蔵 

和了を搬山後括種に至るﾡ上 く JIT融能の効果を發揮した ものと認め られる。

簡 易•法

簡易法で3攻経地後のトドマツ貯城和了を折種し, その花畑發井率ならび 

に得市は第 12 衣の如く である。その成ﾡによれば定山淡低測城は不均 

22.7% の花畑發な率を有するに對し,札幌*源舍物置貯載の分は  4.94% で格

山lI紙温げWの分がも央 ー ・

好であつて, 他の貯九所の も の はいれ も つた。

段の花をイすろ。 大に*燃 第12表
別にみれば木次 ・ドy 両

貯力所 乾烛削 帝 畑 
技2

14t4:秋 得 日ールカ: 良好で,：乾燥冊 を 使 _
・・ "* 卜

ご
川 Lないものは加ﾡず 定 i 送 木 パ 27.41 35-16

15 ア ドゾー 23.44 23.40
お よ び得芮率共忙 不及であ ヶ 7 17.36 16.37
つた。 " 6 t 小 牧 木 ド 16.01 10.31

大に2夏紙地後の貯尚部 "6 り ア ドゾーバ 15.54 15.54

ッ30 シ ﾡﾡ操州 6.65 6.50
(H利I15 4ド秋播) をI" " ' ▼ グ 9

札幌西族含 木 ド 11.40 10.53
和1844 洲24生で調 ・a1 ア ドゾール 9.74 9.74

布 した結果は第 13炎の如 "33 ﾡ化燃剤 7.50 7.50
ッ12 

くである。
札機項略合 木 灰 4.14 3.37

ア ドゾー 5.65 5.65
すなわち木の生は定 ・ 36 ﾡﾡ典州 5.03 5.03

すなわち汚ノ旋をなるげ燃ﾡ子よ り 發芽生育 した苗木はしからざる ものに 

して生がJ く ・ 病は害そのた海被害に対して期い苗木が多いこ と は従來 

(Eにiめ られていろﾡである。

大に1 年川川W述に ょ る定山漢低'温心栽と,これと封照の札幌常温 

竹H子な らびに簡場法に ょる3力 4微の定山淡4ほおよび札幌盤合物祉 

け城種了をI和 16 4秋して,同17 48 月に比校制在した結果は第 14 
の如くである。⑶へり

その成領に よ ればいナれの航政法によ る 場合 も 低温貯蔵の 成液が良好で, 

Ji和子のつ活のI統な ることが, ひいては 捐木の生長位良好な影務を もた 

らすものであるとおえ られる。また低温貯戦ﾡ了を新ﾡﾡfに比ﾡしても 

州に於け る成統はほ と ん ど別が認め られなかつた。

すなわちi氏ぐル(・ " Iに よ つてルﾡ種子が, 折種常仰 2, 3 4川新ﾡ種 

子所床に1 て生ががる ものと認められているが,災はバ数種子の活力 

保持がだ全に保たれているか否かで, 描極後の生長に影舞を 及ぼす ものであ

一C2- ・6一



第13表 トドツ

番 ・
貯蔵カ所 統ﾡ州 除 補 一次 分 枝

cm cm cm オ2 数とさ cm

T 2 定 u 函 木 灰 7.80 3.075 20.07 3.1 6.05

14 り ア ドゾール 6.00 2.650 22.14 2.6 4.04

26 ﾡ化城州 G.29 2.705 11.37 2.5 4.63

T 均 G.00 2.810 21.16 2.7 5.11

T 6 首 小 牧 4.49 1.075 7.21 1.0 1.11

16 ア ドゾー 4.72 1.9085 15.10 1.S 2.19

28 5.79 2.3S0 17.S: 1.4 1.60

T 均 5.00 2.013 13.:7 1.4 1.63
T 8 札微当終命 木 灰 7.01 2.450 13.95 1.7 2.60

20 り ブ rゾー 5.86 2.065 0.9 1.8 2.59
32 無 乾 ﾡ 帰 5.6S :.3S5 12.6G 1.9 3.22

T 均 G.1S 2.:00 12.14 1 1.8 2s0
T 11 札ﾡ"各 木 灰 G.01 2.005 4.61 2.1 1.08

2: グ ア ドゾール 0.79 2.005 13.77 1.9 :.5
35 り 無 乾 ﾡ 州 5.26 1.075 7.7 o.1 0.5S

T 均 G.0: .045 8.71 1.4 1.67

三な 鼠1 小 m

コ ウ 下に ・

量 g

バ ト 曲：

と典:

地下*K

I 量 g

,αい熱く
仲長 ・ 17

本 夏」 ときem
14.3779

"山 一→

16.3S06 2.1142

"ゃ -

7.7202

_________ cm
4.60

0.1 0.06 14.0050 13.77S7 3.2479 5.3099 2.76
— — 11.62S4 11.1555 2.7925 4.4041 3.06

0.03 0.02 13.3571 13.7716 2.71S2 5.S314 3.47

— 29907 1.3029 0.8010 2.0274 3.36

0.1 0.04 S.5506 6.7106 2.4237 3.0113 194
— ・ 0.5S00 6.7136 2.3559 1.8057 3.3S

0.03 0.01 7.0437 5.9490 1.S602 2.2S14 2.56
— 7.0114 S.41s5 2.6000 2.7146 3.57
・ 3.0:42 6.2731 1.757: 3.1361 2.52

0.1 0.12 10.1847 10.51-16 2.02:0 2.2010 3.10
0.03 0.04 G.7511 8.4020 2.32S4 :.714s 3.06
一 ・ 2.s276 6.4900 1.0332 2.5716 2.44
— — 1.3506 6.4930 1.5S57 1.174S ・・や→
— G.4:71 7.1029 1.4S:4 2.S027 ・.44

L.53Ss4 G.7253 1.3674 2.2407 :56

第14故 ii 木 調 イ

樹 預 i 摘要 仲 幹御
主 色 i ig| 乾 共1f f g

第
g(

汾 山 供|
0.5cm 
以 下

ト ドマツ

ク

グ

s 2
"10 |

T15
・24

3.6
3.2
3.4
3.1

0.007 17.0
0.003 10.4
0.090 13.5
0.091 S.4

31 0.0240 0.0507l0.0c:1 0.0071 0.01s5 0.0174 
； 1 1

26 0.0221 0.037S0.049S 0.0077 0.01009,0.0107
30 0.0232 0.051s0.0S15 0.0074 0.01:5 0.0223

7 0.0197 0.0312, 0.063, 0.000 0.008G,0.0182

1
1.う
5.5

18.0
50

: S ル期 It7 蔵 定Ii5ll期テiバ減ﾡ山川
S10長期戒 札幌iL」1Jんi野ii(川
T15 節与法定山渓貯蔵 プドゾー ル
T 21 簡i易法札(ﾡ の ブドゾール

昭和 17.7.29〜S.1 if)北海道t林米試戦場il

卜 二次(
お

一霊 ニ 型 C 世 
ﾡと

次 円 1 代 _ 個 根 -秘 獄**-* • , ----- - .
て * の

O.5cm 0.5cm U.Dcm 0.Dcm 
以 上以 上以 ド以 L

0.5cm
以 上

0.うcm ! O.5cm O.ocm .
以下以 上以 上 1

O.5cm 
以 E

O.5cm 
以上

計 合 計

17.5 28.00 12.5 0.5 0.:30 — — — 56.0 1s.0 74.0 28:30
22.0 32.45 43.0 - ・ 55.5 22.0 75.5 32.45
21.5 24.35 46.5 1.0 0.55 — — 61.5 22.5 87.0 24.90
11.0 17.S0 16.5 0.25 — — 21.5 11.5 33.0 1S.05

る とおえ られるのであつて, 本貯法の如 く低恒温に完全貯ﾡが行われる場 

合は新鮮種予の所産苗木に比し生育上のﾡ異は少ないものと考えられる。キ

ー・ 64 -

な じ新!種了に して も M作時のH「は一般に種 :活力が劣る こ と が認め ら 

れているか, これらの年度に於てはかえつて 金に 城 した種子の 方が 加
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に於ける成績が優良であ る とわれる。

I結言

林業技術は種々地域的な制約を受ける こ とがﾡる 多い。 討に犬*の地放 

に般も適合した林第技術が生まれて,はじめて諸極の學制研究が實際に役立 

つのであろ。

本細は林木ﾡ子の炎期貯戦法に 於て も 同校であつて,北 方. 地域の環境に適 

ナる経済な貯数方式 を細みださ ん と したのであ ろ。 大iに この期戦 

法 を 炎示すれば大の如く で,北 力地域に 於ける 種子けﾡの方式 を定めたもの 

である。

北方林業樹種の長期貯蔵法

糸状なに述した
選活力旺盛な貯一

ﾡH子-

- 防熱裝府 防蔵績富対 -|-書ホ利川川搬入一
デドー〜Hf-itの1028if加 L-[

-期口ﾡ特:封す (回岸にﾡ搬の災- -杯千け※川ﾡ以設 (簡i- 
なさ場合) (前以法) 以法)

2 J 木ﾡに封ナ 3 J ボビにバラ先t

(") 奥 正ミ : アドゾールの H丁我イ作に お 上す 問係・ 農業及岡第 9谷115, 

wo.

(7) 資WA大N: ii本農林刊子ム wS.

(S) 小山久 之助： 林木H子の動減力法に新規ぢ茶のﾡ州町蔵法について (=). 御 

料 1Ss 跳, w Is.

(9) J行川求三,小IIS之ル:-代子の諾N間成とその効果. 林學倉幡双19 卷 9 世, 

昭12.

(1o) 新N: 林木K子Mi沿.我ず側道についてコ(ペ欄). I林み合神場1Sやゞﾡ, 
W11.

(11) 為曲 処： n然的Ntin多mによる朴*M千の我電池効果について.#人 

"び職所報4.製,W17.

(19) 高mJ大: H子の備城述内貯"と成合内貯域との北W御付体14ﾡ, ・4.

(13) WilI染一 : トドマツ 神 j••の貯！県について. u木朴ﾡ合 19 卷 12臨 M13.

(14) 白i保美, 小光ッ: 林木H子のm城裕ならびに刊川として古市H子の価価 
林業改戦報17i, 大正7.

(1あ) AA=: J期城K子の独ずならびに我について. 農業及園藝6 卷 力K 

昭 15.

貯蔵皿内木府手人

貯預チ ボH子のS
ﾡﾡ監施行一 選に依る価

12小以降 "Goi以.上

商i畑lifHf

1小下仙たは5小上ﾡ

しかして期ル ﾡ法を張火 して以米道内各地で頬似のル川が:新楽せ ら れ,

1地戦に その機能を發押している こ と は誠に欺快に耐えない所であるが, 

今後益々本法の先を期 し過巡 したい と お父 る大第である。
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北消道林来がﾡ場ﾡ報1 誠, W15.

(9) 麻四 ,柳所ﾡ4: i子の期IWと貯成につい、て.F刷北i湖 
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(4) 石川部→, 曲m y: Aべ(七) 林"報229戦, Wl1.

(5) 赤林賞証: H子地下貯室について. 日木林ﾡ維18ﾡ7挑, H11.
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北海道林業試験集報既刊目錄
A Long-time Storage of Trec-sced in NorthernJapan

YurrA HARADA and Tosi。 YANAGISAWA

Forcst tcchiniquc is often restricted bylocal conditions. Therefore the most 
suitable forcst techniquc for various localitics, if it duly comcs out, cnablcs 
thcorctical researches of various kinds to bccomc a good practical service.

The samc_thing can be nientioned here about a long-timc storagc of tree- 
sccd and under such interpretation, we have madc a considerable cffort to 
discover an economical storage method suitable for the northern area. Thc 
following indicates the long-timc storagc which gives Some idea to thc 
northern forest people.

The best seeds of 
active vitality dried

_up in the air

Sealed in a heat-proteeteds ecd can with 
adisol(10% of seed quantity) added.
Sealed in a bottle (in ease of no long- 
distance transport wanted) (an casy proccss) 
This must be done by the end of Fcbruary.

Carryin a cold storage by menns of snow and ice.
- Bury in a snow mound (an casy Drocess).

_This must be done by the end of March
「During the summer
l-Care for the storagc and add Saw

r Carry outs tored seed 1 [Treat stored sccd in low
— for experiment of germination — temperature by means of

L (after December) J Lsnow for more than 00 days

rSowing in seed-bed.
— During the last 10 days of April or 

Lthe first 10 days of May.

Since anounccment of our long-timc sccd storage systcm, it is our big joy 
that many similar storage houses have been built in various areas of Hokkaido 
which arc developing a good cffcct. We will continuc our research so that 
we may spread this system all over thc northern Japan in more complete

forms.

第1城 ト ドツiの施について. M和 1246 月
第2製 烏巣箱架設 L注意すべさ動について. ﾡ和12年 6 小
締:羽 委商糸に よ るHルについて. M和I24 G 川
締 4 9 伏焼発炭について. M和124 6 JJ
締5製 W和 124 6川
第Gぷ ﾡ怖について. W和134 6 J
第7狭 森林"作上 りJLた る施求の方卜について. m和I246 川

締8羽 ﾡ権について. W和 1946川
第9製 ト ドッ 幼商i の斜価に ついて. ・和12 4 6 J
締 10製 ﾡ米 堺べを立びに加快乏のエ ゾマッﾡ掛の外ﾡに

及ぼす形典について. 昭和134 7 川

締11誠 ア オト ドマッ曲等汾艮の年齢及び场上為に よ る化

(締 1 報) ﾡ和13 4 7 小

第19ﾡ 述林の野ﾡﾡ除について. W和134 7 月

第 13 誠 ミャマカケ スの農林丸上に及ぼす利害関係について. 昭和 134 7 月

締 14 脱 H※樹をなする好ﾡ類について. W1和1:4 7 川

第15税 落葉松峰について• M和134 7 月

締 IG 誠 ﾡ求木生に 及すナ土境性の数響について. W和134 7 月
第 17 ・ 木道に於け る枝体ﾡの効県について. M和134 9 川
締 1s D 丸太求试法 と 北のf央について. ・和!44 3 川
締 19 誠 北i湖道, #大 流t媒掛立木 H 硫求 について. 即和114 s 川

第 20 製 大納ﾡMの燃刈!について. ・和 144 7 月

締 21ぴ プナ材の人工乾煤について• M和 1448 月

第22製 野S彼ぜ防除について(第 1 都). ・和114.S月

締 ﾡ 野更の療忌州について. ・和 14 年 9 川
節 24 製 エ ゾマツカサアプッの防除について. W和154 s J
第 25 ﾡ ャ チグモ遣林迫にﾡ生する書ぬとの防除法について. 歌和154 8 J
第 26 就 ﾡ材止 り について. 昭和 16 4 2 月

第 27 就 水い材の性 賞 について. 昭和16 4 2 月

第28税 ﾡ木具に及す土ﾡ性の地導について. ・和 16年2 月
第 29 羽 カラマ ッ呼」の4断及び地上に よ るﾡ化(第 2 )M和 164.2 月
第 30 誠 冬子に於け る ﾡの土ﾡに つい て. M和I 164 2 11

第 31製 1) ﾡ楽ﾡをﾡ料とする稀前間パル製法について(ﾡ 1 報)
研R比理に際 してのW安i費について

6S



2) 同 (第2報)無比ﾡ前治液の特巡 し使川に於ける研をi清
費について.

3) m球探集任西が歌について.
4) 卜rマツ糧飾の飾味としてのMヤ例本にﾡ色Mrヤ例*

について. W和1643ル

第32製
第 33 説

ブナ及びアカ グモ材の家貝.咽作について. ・和I164 3 J

北i湖道, 杼人及び東北地方におけ る 針菜樹に寄生 する妍

当類. m和 16 早 1 J
第34製 

第35滅
第 36 映 

第37誠

ﾡ地のk扱いについて. m和164P 10 ル

林内外献呼の性賞 と 幼に 及ナ器場. MaI1G 4 10
木材人工乾燥について. W和I10411J
北善道宗屋内における材の乾燥H度と共の伸縮朵につい
て. H和16411J

第38號 パル ブ資材 と しての北i海道樹の研究位びにのYr#的
ッ(締3報)

主要樹Hの様機及び繊艦M.
北海道存材の フラッオ ン反ﾡに よ る歳別: W和 16 4 1:J

第398 樹幹各部における比哂びに盛編强の侵異.

1)ブカェゾマッ材 W和16 年 13月

締 40 就 代川木製品の試作について.
1)小木ルに よ る 木乳引手類の状作に ついて (締 1 報). W和I174 3 J

第 41 號
第 43 獄

夏I材とﾡ事との開係について. W和174 3 月

ッ ト ドマツ 種粒の火小が負募生育に 及ぼす幽発.

カラマツと トドマツの 混沼城 茂林につい て. m和1174 8 ル

第 43 號
第 44 製

第 45 8

埼指委前終に(る排ル埼について(ﾡ報) MA 17 s 川

爪ダ探集都改ﾡについ て(締2 報 M i 18 4t1 J
械及木生長に及ぼす土義性の形響について.
ドイット ッ ヒの枝打ﾡびにI験続. WAI1S4 3 ル

第46税 北i湖道産主ﾡ樹種のm縮ﾡ止に っいて.
D ヒノキ アスナロ. ・
2)イク ヤ.

3) 天然林産赤芽及び有芽並びに人工植栽ト ドマツ. W和 18 4 3 J
締 47 戦 製材步止について.

2) 温ﾡﾡ産及び商滅別ﾡ クロエゾマッ・ m和1843J

第 48 戦 大割帶案の胡衆に関する 敵險成績 (第 1報).
針楽樹用協L. W和1843月

第 19 説 ドイツトウヒ造林規における間伐の堆部腐械に及ぽす彤理
ト r* ツ独びにカッマツﾡ林地の増税事植について. W和 184 3 J

第50説 北i湖述にけるの沿と野幌ﾡ布林にけ る試歌

も. 昭和 Is 4 3 J
締 51 誠 調業樹を原料 とナる ﾡmバん プ来について(第 3 報).

シナノキ, エゾノシラカバ及びブナノキ.

トドッ 樹脂採集状驗 (第 2 ). M和1s 4 3 J
締 52 D 野Fふ獲防除のf針. ・

野鼠射次防除につい て (第 2 報). m和I18 4 7 J
第 5; 映 

第54説

トドマッ オホ アプ ラ の破害劭除に関す る試ﾡぬd. W和10 年 7 月

結電について.

北道道における晩給と効話について.
地積席械の石灰について. m和I104 7 J

第 55 製 1) 北海道主要林木の純子精選について.
第1報 トドマッﾡ子の構通

2) トドマッ, エ ソーッ H子ル減状歌岬報書。

3)二, 三林木に対する長ルモン州の座川について. M和174SJ

第 56 誠 J) エゾマッﾡ病防Nぴ感につい、て.
ッ) エゾマッカサブブラ のuな状況について.

:) エソマッカサ プ ク の液味的防除試驗に つい て.
4) ェゾマ ッ 頬に約生ナ るカサブブラムシ につい て.

5) ト ドッ, エゾマッ頬に«生するブプラムシ類について M和I174S J

第 57 以

締 5s 製
森林省丸 と 防除法・ W和 is 41月

1) Metzger の法則 について.

2)板のIの税. ﾡ和1S4 s 月

第59説 1) トドマッ 樹な映状上 ッ得 らるる「ベルサム」の採集に

関する研・
2)エゾッ, アカエゾマッ樹脂の採集について. M和IS42月

第60説 1) コ雖の擲1*的お性質 と 植の抵抗について◆
2) 冬蒯運材 小業に於け るr間研・

1. 玉ﾡ材について. 昭和 1s4 12 月
第01税 処土樹ﾡの生Y継過調E報六。

1) 札幌I山公lにポけ る ス ギ, クxギ, キリ の生竹試迫・
2) 新冠御料地に於け るヒノ*, ス ¥納計ﾡ松と ト rッ

械&木の生共ボ秋びに構.成状態の比帽.

3) 新活御料林に於け る 赤松の述林紙に ついて. M和 20 年 5 川



第62救 北力日木ﾡW求田蔵-

第03映 冬期班#繋にける時間研究・ 
第9報 バチ橇運材について• 

同上 

締3報 人カ厳出について•
No. c4 A Brief Explanation on the Contents of Our 

Publications.
第658 ブナ材のルについて.

プ ナ材ﾡ孔貴位びにﾡ色, M朽防止戦も.

第 06 誠 J) カべ材の仲絡量について.
2) エ ソ ッ材の艦絡ﾡ形に関ナ る研究(第 1 殺)その破忱 

形公の質監製i.
3) 板究に開ナる研究・

4)木材の描動乾燃.

第 67 誠 松ﾡムの後ﾡ と 防除.
第08裁1)卜 rッ材の仲細について.

2) 灰wに x る計家財材の 麻行について.

3)エゾマッ材の引弘, 証縮似び強・

第 6o 誠 1) 林架先働の季彼的平均化 と 山村の形成 • 
ッ) 卜 rマ ッ柯子の吸水 と i近の関係について. 
ッ) ・rマツ樹のi制学的ち※る.

•1)造林川鎌にたいする硏究•

5) 湊川水位の觀測例二, 三・
o) 混牧林業か らた野W際物の改〕てについて.
7) トドマツとウラジ"モミ の種間郎捕について •

s) 林内放の食性について.
9)ヒゥ ギンスグの(と牧町的k扱いについて.

10) シン ジュの造林について.

1)) トドマッH子貯の代戦的研F.
19) ド。ノキ造林にたいする好謀.

J3) 濃符北部地方のM業樹のルず性について.
14) 伏株法 に上る ャ ナモ 及び カッラi木の推ば法 について. 

第 70 ﾡ 道内ﾡ方に けるクロ e ジiW と そ の州着法 について

I和 21 4 6 小

利2I 4.10J

明1利24 3 J

M利I244 3 小

M和I24 3 J

IIHI 24 4 10 小

MHI ッ6 a 3 J

H和l 26 4r12 小

W和二十じじ二十i.日 印刷

I和二十七ド七月 三 十 日 發行

林業試験場札幌支場
(北海道•札快市)

札幌市北一條西三丁 目 二番地

印刷人 Il中*g

印刷所 合経 文 榮 堂 印刷所


